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東京大学広報誌

今号の表紙は、今年4月末に竣工した、チリの東京
大学アタカマ天文台（TAO）山頂施設です。現地は
標高5640mの高地。強い日光をバックに空間を漂
っている白いものは、風によって舞い上がった周辺
の雪のかけらです。9月には建物内への望遠鏡設置
工事が始まります。

　人類の来し方と行く先、森羅万象の謎、目の前で苦しむ命…、
私たち研究者は、自分にとって放っておけない何かのために、
日々を捧げています。それが万里の先であろうと、深海の底で
あろうと──。『淡青』49号では、知の冒険のために世界に飛
び出す東京大学の研究者たちを活写します。その姿からは、個
人的な好奇心や偶然から出発しながらも、それが疑問の解明や
困難の打開などの形で人類全体に稔りをもたらすことが実感さ
れます。海を、空を、谷を、砂漠を越えて、謎あるところ東大
人あり。月から、宇宙からという日も近いかもしれません…と
言いたいところですが、卒業生は宇宙にも飛び出しています！ 

世界を、いや地球を股にかける東大人の果てなき冒険魂をご覧
ください。今号から誌面構成が変わり、連載もボリュームアッ
プ。日々続けられるUTokyoの冒険と挑戦に、乞うご期待！

東京大学広報室長　杉山清彦

「淡青」について
東京大学と京都大学（当時は東京帝国大学、京都帝国大学）が1920年に最初の対校レ
ガッタを瀬田川で行なった際、抽選によって決まった色が「淡青」（ライトブルー）で
した。本学運動会応援部の旗をはじめとして、スクールカラーとして定着しています。

編集発行／東京大学広報室 

杉山清彦 （広報室長　総合文化研究科教授） 
広報誌部会／
藤本博志 （新領域創成科学研究科教授）
山崎俊彦（情報理工学系研究科教授）
中村尚史（社会科学研究所教授） 
伊藤恵理 （先端科学技術研究センター教授） 
高井次郎、青木瑞穂、井尻裕子、ウィットニー・マッシューズ、
島宏幸、中村咲耶、山下大地（広報課） 

※本誌へのご意見・ご感想はkouhoukikaku.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jpまでお寄せください。

アートディレクション／細山田光宣（細山田デザイン)
デザイン／グスクマ・クリスチャン、室田潤（細山田デザイン) 

印刷／テンプリント 
発行／令和6年9月17日

【淡青】お取り寄せ方法
右のURLにアクセスして資料請求番
号をご入力ください（QRコードか
らのアクセスでは番号入力不要）。
送料はご負担ください。

URL： http://telemail.jp　
資料請求番号：986397　 
送料：180円（後納）
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こんなところに東大人!?
東京の大学の研究者と聞くと、都会の研究室にこもって

文献や実験に向き合っているような印象を持つかもしれません。

もちろんそういう人もいますが、一方で、

研究室から飛び出して活動する人もたくさんいます。

海外でも日本でも、極寒の地でも極暑の地でも、

海の底でも山の上でも関係なく、

そこに調べたいものがあるから行く研究者たち。

今回の『淡青』では、東京を飛び出して世界を股にかける

東大の知の冒険者たちにスポットを当てます。

冒険者たちのコンパスが指し示すのは、

いつも好奇心の方角です。

知の
冒険者たち

南極大陸

北極海バリオ・カンテラ

チャナントール山

台湾

与那国島

スリランカ

ザンビア

ガーナ

エチオピア

ベトナム

マリアナ諸島クラカタウ

常呂

ボリビア

奄美大島

サンリウルファ

ヤンパーチン高原

ヴェスヴィオ山
北麓

バングラデシュ

南鳥島周辺

コロヴァイ村

ゴビ砂漠

佐渡金山

極圏、砂漠、火山島に無人島、
5640mの高山から
5780mの深海まで
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　半田研究室はセジメントトラップという装

置を係留して海中の粒子を回収・分析するの

を得意としていました。あるとき研究室に、

南極でこの種の調査をやるから学生を派遣し

てくれという打診が。誰も手を上げなかった

ので、私が名乗り出ました。まだ日本の女性

隊員は一人しかいなかった頃。赤道のサンプ

ルを使う博士論文のテーマとは離れます。先

生にも親にも反対されましたが、博士論文を

必ず仕上げ、南極観測のテーマの論文も書く

から、と説得し、第33次の夏隊に参加しまし

た。24歳の頃です。

初めての南極で 
味わった苦い経験
　行きの航海で南緯64度地点にセジメントト

ラップを設置し、帰りの航海で回収する予定

でした。しかし、いざ回収しようと思ったら、

いくら探してもトラップが見つかりません。

錘をつけ、ブイで浮力を持たせて水深5000m

付近に設置したのですが、浮力調整がよくな

かったのか、巨大な氷山に流されたのか。い

ずれにしても回収はできませんでした。メイ

ン任務の失敗です。隊長はかばってくれまし

たが、責任を痛感し、苦い経験となりました。

　博士論文と南極の成果の論文の計4報の論

文を仕上げた後は海洋研究開発機構に入職し、

北太平洋亜寒帯の物質循環や海底堆積物を使

う過去の環境復元の研究に従事。南極からは

離れましたが、2010年頃から北極圏北極海の

研究を始めたのを機に南極関連の委員会にも

呼ばれるようになり、2018年、第60次の副

隊長として声がかかりました。前回の件もあ

り迷いましたが、研究テーマのないマネジメ

ント職として参加。2度目の南極生活は楽し

かったのですが、一方でやはりここは研究の

場だなとも感じました。

　帰国後は機構の地球環境部門の部門長とな

り、研究する余裕はなくなりました。そんな

ときに見かけたのが大気海洋研究所の公募。

マネジメント仕事がなく、研究に集中できる

ぞと思って応募を決め、2020年に着任しまし

卒論の指導教員の話で 
南極を意識
　私は北海道苫小牧市の出身です。高2のと

き、教育実習で来た弘前大学の先生から地球

科学の話を聞いて地球科学分野に興味を持ち、

弘前大学に進みました。卒論の指導教員が南

極経験のある先生で、南極のおもしろさを話

すのを聞き、自分もいつか行けたらなぁと思

ったものです。

　先輩がいた名古屋大学の大学院に進み、航

海明けの高揚感を伝えてくれた半田暢彦先生

の研究室に入りました。ただ、研究生活は非

常にハードで、同期の2人が就職を決め、私

も環境コンサルの会社に内定をもらいました。

フィールド調査の経験をしたいと思っていた

ので、観測航海への参加を先生に頼み、竣工

したての白鳳丸に乗ったら、これが最高に楽

しかったんです。赤道付近で採取した堆積物

がクリーム色で美しく印象的でした。生物の

遺骸の炭酸カルシウム分が多いせいですが、

数万年前の遺骸をいま見ていることにワクワ

クして……。就職はやめて、博士課程に進み

ました。

観測隊長として臨む3度目の南極で
33年越しのミッションをやり遂げる！

生物地球化学 極圏

1957年から続く日本の南極地域観測隊。第66次を迎える今年、初の女性隊長が誕生します。
33年前の大学院生の時に初めて赴き、今回は大学教員として臨む原田先生が雪辱を期す観測とは？ 
12月の出発に向け、隊長として、研究者として、入念な準備を進めている先生に聞きました。

南極に接岸中の「しらせ」（2019年）。海洋観測を
担う夏隊員の多くはしらせに寝泊まりします。
「海水浄化装置があるのでしらせのほうが昭和
基地より水が潤沢に使えます」（原田）。南極大
陸の露岩域に行く手段は全てしらせのヘリコプ
ター。その日程調整も隊長の重要任務です。
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の研修を行いました。南極では、越冬隊と夏

隊、観測系と設営系、「しらせ」組と昭和基地

組など、立場が異なるグループが共存します。

周囲から隔離された特殊な環境にいると、思

ってもないことを言ったり、荒い口調になっ

たりしても仕方がない面があります。そうし

たバイアスを事前に知っていれば、実際にひ

どいことを言われても、それはこの人自身で

なく厳しい環境が言わせているのだと思って

やりすごせるかもしれません。人間関係がこ

じれて観測が立ち行かなくなったら、やはり

隊長の責任です。　

　隊長の任務のほか、今回こそは自分の観測

も行います。テーマは南極周辺の海洋の物質

循環。環境因子と物質循環と生物生産の応答

の関係を探るためのサンプルを取るため、33

年前の当時と同型のセジメントトラップを設

置しますが、センサーはより拡充し、水温、

塩分、クロロフィル、流向流速など多様なデ

ータを狙えます。物理の専門家と連携して浮

力バランスを調整し、水深1000m付近に設

置する予定です。　

　南極は3回目ですが、教員としては初めて。

今回は研究室の大学院生を連れていきます。

研究テーマが南極とは関係ない学生なので、

私の1回目と同じ状況です。毎回観測隊には

複数の学生も参加しますが、他の学生に比べ

て成長がすごい、と送り出した先生方は口を

揃えます。観測するためには常に自ら周りと

交渉することが必要。研究に必要なコミュニ

ケーション力が鍛えられます。周囲に助けら

れることもあれば、泣かされることもあるで

しょう。刺激的な研究の場であるだけでなく、

学生を成長させる教育の場でもあるのが南極

だと思っています。

た。南極に関わる科研費に採択され、第X期

中期計画にも関わることになり、第66次の隊

長の話もいただきました。第60次では夏隊の

隊長で全体の副隊長でしたが、今回は越冬隊

を含めた隊長を務めます。

　隊長の主な仕事は、最終的な判断をするこ

と。せっかくの南極で誰もが計画を100％こ

なしたいわけですが、天候が崩れたり装置が

壊れたりとトラブルはつきもの。総合的に考

えると中止せざるを得ない計画も出てきます。

それを決めて本人に伝える憎まれ役が隊長で

す。

　観測隊の活動は出航前からあります。3月

には、群馬と長野の境にある高原で4日間の

冬山訓練を行いました。急に悪天候になった

場合の対応、クレバスに落ちた場合の対処、

負傷者を運ぶ訓練……。夏の南極なので実際

にはそれほど過酷な状況には陥らないはずで

すが、準備を怠ることはできません。3月に

参加できなかった人を対象に立山でも同様の

訓練を行い、私は隊長として両方に参加しま

した。

隔離された環境では 
人間関係が命綱
　6月には座学でアンコンシャス・バイアス

HARADA Naomi

原田尚美
大気海洋研究所教授

1しらせの甲板でサンプル回収
を見守る原田先生。 2原田先生
が今回仕掛けるのと同型のセジ
メントトラップ。漏斗を使って
集めた粒子を下の捕集瓶に蓄え
ます。 3しらせから見上げた星
空。 4昭和基地の前に立つ原田
先生。当時は第60次南極地域観
測隊（JARE60）の副隊長兼夏隊
長でした。1

2 3

4
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YAMAGATA Hirokazu

山縣広和
生産技術研究所巻研究室特任研究員

マりました。このコンペティションが縁で現

在の研究室に呼んでもらい、2017年に始まっ

たMONACAプロジェクトに参加。ネジ一本

の位置まで図面を引き、2019年に沼津で進水

式を行い、下田や紋別でテストを繰り返しま

した。私はMONACAの生みの親であり育ての

親であり、きちんと動いてくれるよう仕える

世話係、いえ、奴隷かもしれません。

本番の不調を 
徹夜の分解作業で解決
　迎えた本番では、当初うまく動いてくれず、

世話係としては非常に悩ましい状況でした。

日本で初めて砕氷船に乗ったAUVなので、当

然ノウハウはなし。MONACAの重要な部品

は耐圧の円筒に入っていて、できれば蓋は開

けたくありませんでしたが、開けないと何が

まずいのかわかりません。悩んだ末に蓋を開

け、分解して徹夜※で調べたところ、ハンダ

が割れているところが1ヶ所あるとわかり、

修復することができました。原因は、しらせ

の振動でした。砕氷が始まるとずっとガタガ

タと揺れ続け、山道をジープで走っているよ

うなもの。この振動が続いたことでハンダが

割れたようです。

　原因を見つけて対応し、MONACAは無事

に任務を遂行しました。全20回の潜航を行い、

全自動で進んで戻って来られることを証明し

ました。ただ、トラブルの可能性を潰し切れ

なかったため、今回は通信用ケーブルをつけ

た状態での潜航でした。万一の際、ケーブル

があれば通信で指令を出すことができ、機体

を失わなくてすむからです。AUVで日本初の

南極探査を行った成果にはもちろん胸を張れ

ますが、次は無索で動かさないといけないで

しょう。

　今年12月に始まる66次観測隊への参加が決

まり、MONACAの調整を続けています。64

次観測の際の教訓として、専用台車に振動を

吸収するサスペンションを追加し、固定のや

り方も見直しました。7月に最後の海域試験

を行い、10月にはしらせで運用テストを実施

予定です。具体的な行動計画が決まるのは9

月ですが、特に氷の融け方が顕著と目される

重要海域で投入することになりそう。プレッ

シャーのためか体に異変が生じて手術を余儀

なくされた前回の辛い経験も糧に、2度目の

南極に臨みます。

ヒューマノイドから 
海中ロボットへ
　64次観測隊として2022年に南極に行きまし

た。48人いる夏隊の一人でした。コロナ禍対

応の2週間の隔離を経て、11月に晴海を出航。

オーストラリアに寄港し、昭和基地に着いた

のはクリスマスでした。使命は研究室で開発

したAUVを南極の海で動かすこと。AUVとは、

無人で潜航して調査するロボットです。

　地球温暖化で極圏の氷が融けていると言わ

れます。衛星写真を見れば面積の増減はわか

りますが、融けるのは主に海氷の水に触れる

部分で、上空からは見えません。それを見に

行くのが私たちのAUV、MONACA。南極観

測船「しらせ」から出発し、ルンバのように

自律的に潜航し、水質、海底地形、海氷地形

のデータを取って戻るのが任務です。

　私は小さい頃にホンダのヒューマノイドP2

を見てロボット研究を志しました。修士の頃

に研究がうまくいかず、悶々としていたとき

に雑誌で水中ロボコンの記事を見て、参加者

が少ないので勝てるかもと思って参加し、ハ

南極の氷を調べる
自律型海中ロボットの
一番の理解者として
自律的に海中を航行して南極の海氷データを計測するロボットがあります。
一昨年に南極でその力を証明し、今年再び当地でさらなる高みに到る予定の、MONACA。
その開発と運用を担う山縣先生に、前回の経験と今回の展望を聞きました。

海洋工学 極圏

しらせを操る自衛隊の手で海へ
投入されるMONACA。音響測
位通信装置、マルチビームソナ
ー、ドップラー対地速度計など
のセンサーを搭載しています。

しらせ内に設けられた一室で潜航の
様子を緊張しながら見守る山縣先生。

※「白夜なので夜は
2時間ほどしか
ないんですが（笑）」（山縣）

南極のアデリー
ペンギンっス

Suicaのモデルに
なりました～

MONACAの名はアイスモナカから。
「うちの研究室のAUVには食べ物の
名がつく伝統があるんです」（山縣）
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KAWAGUCHI Yusuke

川口悠介
大気海洋研究所助教

北極海の熱の動きを計測し、
海氷と海水の動態を理解する
2023年に行われた、ドイツのアルフレッド・ウェゲナー海洋研究所が主催する
砕氷船による北極観測調査。
このプロジェクトに唯一の日本人として参加した川口先生に、
約2か月にわたる北極海の海氷、海水の観測や
最近の取組などについて話を聞きました。

海洋物理学 極圏

塩分、流速などを調べました。この手法を用

いることで、水流の乱れ（乱流）によって生

じる熱の動きを詳細に知ることができます。

風が吹くと海氷が動き、それが伝達して海水

も動く。この運動量のやりとりを計測できま

す。

　今回の観測から明らかになったのは、海氷

が融解する夏と海氷が成長する冬では、海氷

から海水に伝達される運動量が異なるという

ことです。夏は伝達される運動量が大きく減

少し、冬は大幅に増大します。つまり夏は海

氷が海水面を滑るように移動し、冬はザラザ

ラした水面をゆっくり移動するようなイメー

ジです。速報値ですが、夏と冬ではその伝達

率が10倍以上も違う可能性が見えてきまし

た。これは結構大きな違いです。温暖化によ

って氷が融ける時間が以前よりも長くなって

いることを考えると、海氷の動きも高速化し

ていると考えられます。

高精度で安価な 
観測機器の開発
　大学院時代から約20年にわたって北極海に

関する研究をしてきました。現地でデータを

採取し、北極海全域の気象情報などと合わせ

て分析するというスタイルで取り組んできま

した。現地に行ったのは10回くらい。北極点

に張ったテントの中であまりの寒さに眠れぬ

夜を過ごしたこともありました。

　北極海の海氷は減少していて、温暖化が進

むことで夏にはゼロになるという予測もあり

ます。しかし2000年代に観測されたような激

しい減少率は近年見られておらず、下げ止ま

りの状態が続いています。それを理解するた

めに、海水を含めた海氷まわりの「熱収支」

という熱エネルギーの出入りに注目してきま

した。2023年の調査もその一つです。

　最近は観測装置の開発にも取り組んでいま

す。私の研究では、海中データをいかに高精

度に自動で取得するかということが非常に重

要です。ただ高精度の装置は数千万円するな

ど非常に高額です。それを安く作りたい。今

開発中のものは1個150万円で作っています。

将来的にはアラスカ沖やカナダ多島海などで

活動している海外の共同研究者の協力も得な

がら、自動で北極海全域を網羅するデータが

取れるような観測網を作りたいと考えていま

す。

季節によって 
変化する海氷の動き　
　2023年8月から約2か月間、ドイツの砕氷

船「ポーラーシュテルン号」に乗船し、北極

海の海氷と海洋の現地調査を行いました。約

50人の乗船者のうち日本人は私一人でした。

私のミッションは海氷周りの熱の動きを調べ

ること。広大な北極海の海氷と海水の動きを

理解するための調査でした。

　観測を行ったのは北極海中央に位置するユ

ーラシア海盆域。分厚い氷がある海域です。

北極点を含む9か所に観測ステーションを設

営し、それぞれの場所で数日間作業を行いま

した。途中で船のスクリューの一つが壊れて

しまい、横移動ができなくなるというハプニ

ングがありましたが、ヘリを使ったり、作業

時間を制限したりすることで、無事データを

収集することができました。

　氷上では、海氷に穴を開け、そこから水温

や流速センサーがついた観測機器を海中に下

ろし、「渦相関法」という技術を使って水温、

Suicaのモデルに
なりました～

2023年の北極海調査で乱
流計を設置する川口先生。

©Tim Kalvelage 

©Manuel Ernst

海氷を砕きながら北極海を移動する砕氷船「ポーラ
ーシュテルン号」。船内にはフィットネスジムやプー
ルも完備されています。

1川口先生が開発中の観測
装置「CrioTeC」。自動で海
氷下の熱エネルギーの流れ
を観測できます。 2ホッキ
ョクグマにはこれまで何度
も遭遇。「泳いで船に近づ
いてきたこともあります。
人間をアザラシだと思った
のかも」（川口）。

デコボコした海氷と海中の
様子。海氷の穴から下ろし
た観測装置が見えます。

1

2
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OKABE Akiko

岡部明子
新領域創成科学研究科教授　

は公的対策は望めません。そこで、表土の流

出を防ぐために、建設現場で仮設的につくる

「山留め」のようなものを作ったり、転倒防

止のための手すりなどを設置したりといった

コミュニティで取り組める環境改善プロジェ

クトを行いました。

新提案の「ハイブリッド居住」
　州住宅局に提出した計画では、「ハイブリ

ッド居住」の提案を盛り込みました。災害リ

スクが高い立地にある劣悪な住宅には最低限

の手を加えて使い続けられるようにする。そ

して、山の上にある廃墟を改修し、寝床とし

て利用できるシェルター的な共同住宅にする。

高リスクの住居に住む人などが、夜だけそこ

で過ごしたり、災害時には避難所として利用

したりできるオープンなスペースです。

　近代の住宅の考え方では、一住戸で完結し

た住まいであることが求められます。しかし、

この地区は不可能。それでも住民は利便性の

高いこの土地に住み続けたい。それならば、

個々の「家」単位ではなく「地区」単位で考

える。不完全な住居を補完する共用の建物を

作り、地区全体で今より安全に住み続けられ

る環境をコミュニティ自治で担保することで、

行政に居住を認知してもらう提案です。

　インフォーマル地区に行くと、これまで当

たり前だと思って考えもしなかったことが見

えてきたりします。例えば土地の所有です。

人びとは現にそこに住んでいてそこしか住む

場所がないのに、所有権がはっきりしていな

いから強制立退させられる不安と隣り合わせ

に暮らしている。かたや日本で問題になって

いる空き家・空き地では、所有者不明がネッ

クになり、利用したい人がいてもできない。

どこか履き違えているように見えます。人類

の歴史の中で、個人が市場で土地を簡単に売

買できるようになったのは近代以降。大地は

人類より先にあって、人がその土地に属する

ようになったはずなのに。ここ数年はコロナ

禍もあって現地へ行けなかったので、一年以

内には行こうと考えています。

コミュニティは一つの「家」
　アジアやラテンアメリカのインフォーマル

地区（スラム）で、住人と共同で住環境の改

善プロジェクト※に取り組んできました。そ

の一つがアルゼンチン南西部のリゾート都市

サン・マルティンの周縁にあるバリオ・カン

テラという約800人が暮らすインフォーマル

地区です。チリとの国境にほど近く、元々マ

プーチェという先住民の土地で、1970年代

チリの政治難民が住み着いた場所です。 

　この地区では、山の急斜面に家が建てられ

ていて、土砂崩れや表土流出、落石や冬場の

地面凍結による事故に悩まされてきました。

都市計画上は居住が認められていない地域で

す。しかし、観光都市にはサービス産業の仕

事が多くあるため、ここは国内外からやって

きた低所得層の移民にとっては住むのに好適

地です。立退移転が現実的でないなか、コミ

ュニティ自治で災害リスクを低減しここに住

み続けることを行政に認知してもらうという

挑戦でした。

　インフォーマル地区の問題は、土地所有の

壁が立ちはだかって、公共工事による環境改

善ができないことです。土地の所有権がはっ

きりしていない場所が多く、その解決なしに

アルゼンチンのインフォーマル地区で
住環境改善を考える
アルゼンチンの山間の美しい小都市。
しかし縁辺の山の急斜面には、自然発生的に形成された
劣悪な住環境のインフォーマル地区があります。
ここに住み続けようとする人たちと
2017年から向き合ってきた岡部先生に、
これまでの取り組みや課題について紹介してもらいます。

建築学 南米

1アルゼンチン南西部のリゾート都市の周縁にある
バリオ・カンテラ。 2インフォーマル地区を調査す
る岡部先生。四つん這いにならないと移動できない
ような急斜面もありました。 3住民と作った表土流
出を防ぐための「山留め」。 4環境改善工事を自分た
ちで行う住民たち。 5バリオ・カンテラ地区に設置
することを提案した木製エレベーターの模型。見晴
らしがよく、観光地のポテンシャルもあるこの地区
へのアクセスをよくすることで、観光関連のスモー
ルビジネスにつながることが期待できます。 6住民
たちと話し合う岡部先生（左）。

※プロジェクトメンバー：雨宮知彦、サカイ・クラウディア、協力：佐藤淳

1

5

4

62 3
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MIYATA Takashi

宮田隆志
理学系研究科教授

水蒸気の少ない5640mの山頂から
遥か彼方の宇宙を見渡す
チリの高山の頂に口径6.5mの赤外線望遠鏡を設置する
東京大学アタカマ天文台（TAO）計画。
24年前から計画に携わる宮田先生は、
三鷹の天文学教育研究センターと現地を往復しながら、
2025年の観測開始を目指しています。
目指すのは宇宙での物質循環の解明です。

赤外線天文学 南米

置して観測開始。並行して予算手続きを進め、

6.5m望遠鏡の主要部品製作を日本で始めまし

た。2018年には6.5mの鏡を運べる広さに道

路を拡張。コロナ禍による工事中断を経て、

2023年に観測運用棟が山頂に完成しました。

2024年9月に望遠鏡の設置を始め、2025年に

いよいよ観測を開始する予定です。　

　山頂の環境は過酷です。高山病の恐れがあ

るので酸素ボンベが必須。作業は最長8時間

とし、宿泊はNGです。これまでは建屋工事

なので高い精度は不要でしたが、望遠鏡には

10ミクロン単位の精度が必要。今後はより厳

しい作業が続きます。

手が届く望遠鏡ゆえの強み

　通常の赤外線望遠鏡が観測できる波長域は

20ミクロン未満ですが、TAOは30～40ミクロ

ンでも観測可能です。大気の影響が小さく宇

宙がよく見渡せる波長、天文学で「大気の窓」

と呼ぶゾーンを狙えます。水蒸気の影響を考

えれば、宇宙空間にある望遠鏡のほうがもち

ろん有利ですが、人工衛星の望遠鏡はアップ

デートができません。仮に壊れた場合でも、

新技術が登場した場合でも、地上なら装置を

更新できます。学生が開発した装置を試すこ

ともできる。大学が進めるTAO計画では、若

手育成も大きな使命です。

　TAOは大学の施設なので、他の望遠鏡より

使いやすいのも長所です。宇宙で何か変わっ

たイベントがあればすぐ観測でき、その観測

を継続することもやりやすい。共同利用の望

遠鏡では使用機会が限られ、成功確率が高そ

うな観測を選びがちですが、自前の望遠鏡な

ら確率が低いものにもトライできます。無駄

打ちに思える観測からこそ、大きな発見は生

まれるはずです。　

　恒星は死ぬと赤色巨星になってガスを噴き、

炭素や鉄などの物質が宇宙空間に戻ります。

それらが何かの拍子に集まってまた星になる

という物質循環があります。私は宇宙で物質

が循環する様子を観測的に知りたい。TAOは

そのための大きな味方になります。観測開始

高山に無酸素登頂して調査
　1998年に吉井譲名誉教授（当時理学系研

究科教授）が代表となって始まったTAO計画

に、私は2000年から携わっています。世界最

高水準の口径6.5mの赤外線望遠鏡を擁する予

定のTAOの最大の特長は、標高5640mの高地

にあること。赤外線は宇宙空間では何にも吸

収されずに進みますが、大気圏内では水蒸気

で相当量が吸収されてしまいます。標高が高

いほど水蒸気は減り、観測がしやすくなるの

です。候補地は複数ありましたが、気象デー

タ解析の結果、チリのアタカマ砂漠にあるチ

ャナントール山が有力候補となりました。も

っと高い山もありますが、斜度がきついと望

遠鏡を運べず、山頂に平坦な場所があること

も重要。当地は諸条件を満たしていました。

　確認のための現地調査が決まり、前に標高

4200mのハワイ観測所にいた私に声がかかり

ました。一行は東大の研究者と現地の建設業

者の計5人。屈強なチリ人が進んで酸素ボン

ベを担いでくれましたが、山の中腹でその彼

がダウン。ボンベの酸素を吸いながらの待機

となり、残りの4人は道なき山を無酸素で登

頂しました。

　2002年のこの現地調査を経て、テストとし

チャナントール山頂に初めて登頂し
た際の宮田先生。東京大学のスクー
ルカラー・淡青色の旗を掲げました。

山頂から50kmほど離れた山麓施設
には、遠隔操作を行う観測室や研究
者の宿泊室があります。

山頂施設の建設工事の様子。作業員
は全員酸素ボンベが必須です。

三鷹のセンターの大型実験棟にある
TAOの主力観測装置MIMIZUKU。今
年度中にチリに運ばれる予定です。

て口径1mのミニTAO望遠鏡を設置するこ

とに。2006年に道路を敷き、

に向け、アタカマ観測所長として地

球の裏側に通います。

2009年に1m望遠鏡を設

三鷹の天文学教育研究センタ
ーにはTAO山麓施設の入口に
あるメダリオンのレプリカが。
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リカで誕生し、その後世界中に拡散していき

ました。日本列島にやってきたのは後期旧石

器時代の約38,000年前。北海道ルート、対馬

ルート、沖縄ルートと3つの経路があったと

考えられていますが、対馬と沖縄については

海を渡る必要があります。「海を越える」とい

うのはどのようなことだったのか。それを理

解せずに、地図上にサッと矢印を書くことに

抵抗がありました。それを知るためのベスト

アプローチは何かと考えた末に始まったのが、

「3万年前の航海 徹底再現プロジェクト」です。

3万年前にあったと推定される材料、道具、

技術で舟を作り、海を渡る。自分で体験して

みるしかないという発想でした。

　2013年から2019年まで、足かけ6年取り組

みました。国立科学博物館に在籍していた時

です。色々な専門家に声をかけ、研究者、冒

険家、運営スタッフなど総勢60人のチームで

実行しました。挑戦したのは、台湾から与那

国島までの、強大な黒潮が流れる200km超の

難関ルートです。草束舟、そして竹筏舟を作

り実験しましたが、時間が経つと水が染みて

きてしまったり、スピードが出なかったりな

どの課題があり、秒速1～2mで流れる黒潮を

超えることはできませんでした。試行錯誤の

末、行き着いたのが丸木舟です。旧石器型石

斧を使って6日間かけて杉の大木を切り倒し、

それをくりぬいて丸木舟を作りました。

台湾から与那国島まで 
漕いだ45時間
　2019年7月7日午後、台湾東岸を出発しま

した。漕ぎ手は男性4人と女性1人。ふだん

シーカヤックを漕いでいる冒険家などです。

コンパスや地図を持たずに、風や太陽の位置

など自然の中にある様々なサインを読むこと

草束舟と竹筏舟を試して 
最後に丸木舟に
　私の専門は骨の形態学です。これまでジャ

ワ原人やフローレス原人、旧石器人などアジ

アを中心とした人骨の研究を行ってきました。

どんな人がいて、どう人類が進化したのか。

骨の研究を通して、人間の長い歴史を読み解

くことに興味がありました。生物学科の卒業

ですが人間の文化や技術にも関心があり、道

具などの考古学研究もにも関わってきました。

それらの研究の一環で、旧石器人骨が見つか

っている沖縄の洞窟などの調査をしていると

き、ふと考えたのが、「なぜこの島に人がいる

んだろう」ということでした。原始的な技術

しか持っていなかったのにそこにいた、とい

うことが何か途轍もないことに思えました。

　ホモ・サピエンスは30万～10万年前にアフ

3万年前の日本列島への大航海を
当時の材料と道具で徹底再現
38,000年前ごろに日本列島に現れたホモ・サピエンス。海を渡って辿り着いたと考えられています。
3万年前に海を渡るというのはどういうことだったのか。
それを体感し、祖先への理解を深めたいと実験航海プロジェクトを企画した海部先生。
台湾から与那国島までの45時間にわたる航海、
そして現在開催中の海に関する展示会などについて聞きました。

人類進化学 南西諸島

漕ぎ手はシーカヤックのプロなどの5名。
クラウドファンディングと企業や団体から
の寄付により実験航海が実現しました。
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「原始人」などと、ともすれば揶揄されるこ

とがありますが、当時の人達は当時の技術で

ものすごいことを達成したと思うようになり

ました。

原始と現代の 
海の向き合いかたを知る
　私たちの祖先が海を渡って日本列島に到達

し、その後も続いた海の開拓史を振り返る特

別展示を企画しました。「海の人類史̶̶パイ

オニアたちの100万年」と題し、10月6日まで

「インターメディアテク」で開催しています。

本学の村山英晶教授とのコラボで、原始と現

代という2つの軸で構成しました。道具や骨

などの展示を通して太古の人類の驚きの行動

を紹介するだけでなく、現代人は海とどう向

き合っているのかを、造船の最新技術や海運

の現場などを通じて紹介しています。ぜひ、

異なる立場にいる両者を比べてみてください。

　私は人類学者なので、人間の歴史とともに、

人の多様性や、多様性のルーツに興味があり

ます。人間は、外見や文化において大きな多

様性を示しますが、遺伝的な多様性はそんな

に高くありません。ゲノムレベルでの多様性

はチンパンジーよりはるかに小さいです。そ

ういった多様性の本質を調べるのが人類学者

の役割で、それを理解して皆さんに伝えてい

きたいと思っています。今回の特別展示もそ

の一環ですが、この先は、そこをもう少し掘

り下げていきたい。約200万年に渡るアジア

の人類史が私の研究テーマです。その中で人

間ってなんだろう、今ってどういう時代なん

だろうということを考える材料をどんどん出

していきたいと考えています。

で、遠い水平線の下で見えない与那国を目指

しました。台湾の陸がまだ見えているときに

は常に振り返りながら、その距離感と方向を

考えました。夜一番信頼できるのは星。絶対

的指標です。曇って星が見えなくなったとき

には、うねりがどの方向から来ているかで、

方角を推定しました。

　私の役割は、全体の観察、記録、運営、そ

して安全管理です。伴走船から漕ぎ手たちの

様子を双眼鏡で覗いたり、海の様子をなるべ

く寝ずに確認していました。何かあった時に

しっかりと対応できるように仮眠は取りまし

たが、寝ないで全てを見たいという思いでし

た。途中、海上が荒れたり、針路が逸れてし

まったりなど「まずいな」と思う時もありま

したが、出発から45時間、7月9日昼前に与那

国島に到着することができました。

　最後にどのように与那国島が見えるのか、

ということを島を目指していた間ずっと想像

していました。時間帯や天候によっても違う

ので、いろんなパターンがあるだろうと考え

ていました。実際に島があると分かったのは

夜が明けた時。島影はまだ見えませんでした

が、島の上の気流が乱れているためにできる、

上空に尾を引くような独特な雲が見えました。

想像したどのパターンとも違いました。何年

もやってきた中で一番感動した時です。

　3万年前にホモ・サピエンスがなぜ島を目

指したかは今でも分かりません。永遠の謎で

す。ただ実験航海からは得たものがたくさん

ありました。一つは海を越えることの大変さ

を理解できたこと。それから他者や他集団を

見る新しい視点を得たことも大事な成果です。

KAIFU Yousuke

海部陽介
総合研究博物館教授

10月6日までインターメディア
テクで開催中の特別展示「海の
人類史̶̶パイオニアたちの
100万年」。東京駅前KITTE内。
入館無料。午前11時開館　休館
日：月曜日　

1杉を切り倒すために使用した旧石器型石斧。 2「3万年
前の航海 徹底再現プロジェクト」における台湾から与那
国島までの丸木舟航海ルート（2019年7月）。円は海上か
ら島が見える範囲。 3実験航海で使った丸木舟。全長は
約7m50cm。 4台湾の立霧山から眺めた与那国島方面の
海。

1

2 3

4
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中村先生の著書
『響応する身体　スリランカの
老人施設ヴァディヒティ・ニヴ
ァ̶サの民族誌』（ナカニシヤ出
版、2017年）スリランカの老人
施設でのフィールドワークをベ
ースにした民族誌。施設入居者
やスタッフの日常の営みや苦悩、
看取りなどをとおして、老病死
を支える関係性などを考察して
います。

スリランカの老人施設に住み込み
働きながら日々の営みを記述する
スリランカの西南海岸地域にある一つの老人施設。
主に身寄りがない老人が入居するこの施設でスタッフとして働きながら、
フィールドワークを行った中村先生に、そこでの経験や民族誌などについて話を聞きました。

文化人類学 アジア

は200以上の老人施設があり、その多くが慈

善団体によって運営されていました。高齢者

の世話はその家族が担うことが社会的には期

待されていますが、実際は家族の出稼ぎや経

済状況、配偶者の不在などさまざまな理由で、

一定数の高齢者が施設で生活しています。そ

れらの施設は、施設外の人たちによる食事な

どの寄付によって支えられています。

　シンハラ語（スリランカの公用語の一つ）

を習得し、複数の施設で聞き取りを行いまし

たが、訪問での調査に限界を感じ、一つの施

設で住み込みを始めました。入居者は約150

名。その多くは未婚や寡夫・寡婦など身寄り

がない人たちです。入居した時点では、身の

回りの世話を自分でできますが、だんだん身

体機能が低下していき、ご家族がいない場合

は施設で亡くなります。私は食事の配膳や皿

洗い、病院への付き添いなどを行いながら、

入居者や従業員と雑談し、見聞きしたことを

書き留めていきました。食事や水浴び介助の

仕方への不満や、家族との関係、老いを生き

る不安や憤り。そして入居者たちの苦悩を感

じ、「響応」するスタッフ。

　看取りにも関わりました。とても印象に残

っているのが、あと数日で亡くなるかもしれ

ないと思っていた女性が、突然「飲みたい、

食べたい」と話し始め、回復しているのかと

思いましたが、私が食事を介助した次の日に

亡くなったことです。そのような看取りの経

験に動揺し、どう考えていいのか分からなく

なりました。

戸惑いを代弁してくれた小説
　帰国後、助けられたのが志賀直哉の短編小

説「城の崎にて」でした。主人公が投げた石

が当たってイモリが死んでしまう場面があり

ます。全くその気がなくても、石を投げたら

イモリが死ぬぐらいのヒリヒリとした距離感

で過ごした感触を志賀直哉が代弁してくれて

いる気がしました。結論がない小説だという

のもポイントで、そこから民族誌を書き始め

ることができました。

　大学ではいわゆる「古典」の民族誌にふれ

ますが、それ以外の作品が豊かにあるという

ことを知りました。ある世界にさらされて、

そこから何を考えるのかということと格闘し

ているようなものです。日本語に翻訳されて

いないものがほとんどなので、多くの人が読

めるようにするのは大事なことだと改めて

思っています。

慈善型老人施設での 
フィールドワーク
　初めてスリランカを訪れたのは学部生時代

の2005年。課外活動をしていたNPO法人のス

マトラ島沖地震復興支援の一員としてでした。

その後、卒論のために再び現地を訪れ、出会

ったのが西南海岸地域に住むスリランカ人の

老夫婦。安宿に滞在していた私を心配し、無

償でホームステイをさせてくれました。実の

娘のように真剣に関わってくれたその夫婦に

心動かされ、高齢者を研究することにしまし

た。ある意味、理想化した高齢者像を描きな

がらの始まりでした。

　2007年から2010年にかけて断続的にスリ

ランカに滞在し、取り組んだフィールドワー

クの一つが老人施設です。当時スリランカに

1,2スリランカ乾燥平原地帯の農村でお寺に集ま
る高齢女性たち。 3西南海岸地域にある老人施
設の入居者とスタッフたち。 4中村先生がスタ
ッフとして働いた老人施設内から見える景色。
5施設の人からもらったパンを食べるネコ。

NAKAMURA Sae

中村沙絵
総合文化研究科准教授

1 2

3

4

5
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SUZUKI Aya

鈴木 綾
新領域創成科学研究科教授

ガーナのパインにベトナムのエビ
生産から消費の間を捉える農産物研究

台湾、ザンビア、ガーナ、エチオピア、ベトナム……と
飛び回ってきた鈴木先生の経歴は、
多様な視点から途上国支援に取り組む姿勢を物語ります。
現地での観察と経済学の理論を軸に持続可能な開発と
高付加価値農業の可能性を探る研究の一端を紹介します。

開発経済学 アフリカ

していましたが、パイナップルの国際市場で

はMD2という新品種へのシフトがあり、対応

に遅れたガーナの農民は大打撃を受けました。

多くの輸出業者は大規模農園での自社栽培を

していますが、なぜ小規模農家も同時に同市

場に参加できるのかを分析すると、輸出業者

は不確実な需要分を小規模農家からの購入で

賄っていることが示されました。つまり、そ

のリスクに対応できる農家でなければ、この

市場に参加するのは元々難しいということ。

市場の特徴や農民の異質性を考慮した援助が

重要であることを示す事例でした。

アフリカとの縁を育む 
学生活動も
　その後は、エチオピアでバラの切り花産業

を調べたり、ケニアやガーナでモバイルマネ

ーの普及を調べたり。現地で調査し、経済学

の理論と現実の違いに注目し、仮説を立てて

検証するというやり方を続けてきました。長

く携わってきたアフリカと東大の縁を深める

活動も行っています。留学生交流イベントを

機に発足したUTok yo Afr ican Students 

Unionでは、私の研究室のカメルーン人学生

がリーダーを務めています。アフリカには課

題も多いですが、その課題解決がビジネスに

直結し、人口も若いのでスケールする可能性

も高いです。インフラの不十分さは新しいデ

バイスなどが一気に広まる可能性を示します。

　近年はアジアにも目を向け、ベトナムやイ

ンドネシアの養殖事情を調べています。世界

では魚介類消費が増え、漁獲より養殖のほう

が多い状況。東南アジアでは農地に水を引い

て養殖したバナメイエビを輸出していますが、

禁止された抗生剤を使ってしまい、海外の港

で戻されるケースが見られます。農家の行動

変容を促す介入や農家間の外部性の可視化に

ついての研究を行っています。

　私が高付加価値農業を対象にするのには、

途上国の貧困を削減したいのに加え、先進国

の消費者として身近な食べ物などの裏側を知

りたいという気持ちもあります。多国籍企業

の戦略や私たちの何気ない購買行動が川上の

生産者に与える影響は大きいです。今後も生

産と消費の間に注目して研究を続けます。

インフラ未整備ゆえの 
高いハードル
　私は小6から高卒まで台湾で暮らしたため、

幼い頃から日本人であることを意識し、先進

国日本に生まれた意義を考えるうちに途上国

への関心を深めました。大学卒業後は途上国

支援の財団で働き、その後大学院に転じ、

UNDP（国連開発計画）のインターンとして

ザンビアへ。参加したのは、ザンビア、マラ

ウィ、モザンビークの産業育成プロジェクト

で、綿花産業を調査しました。途上国の事情

は知っていたつもりですが、国連であっても

あまりに物事が動かず驚きました。

　次に行ったガーナでは、青果をEUに輸出す

るのにフランスから段ボールを輸入したり、

加工業者は事業開始前に自費で施設に道路、

水、電気を引いたりする必要があり、ビジネ

スを始める障壁の高さを実感。一方で、一つ

の会社の経済活動が雇用を通じて周辺住民に

与える影響の大きさも感じました。　

　当時、高付加価値農業は貧困削減につなが

ると、どの援助機関も全ての農民に参加を促

1,2輸出業者のパックハウスで青果の仕分けをする様子。3調査時にいつも家に泊めてくれたという「ガーナの母」
と。「アフリカでは人間関係や礼儀の面が概してアジアに近い感触を持ちました」（鈴木）。 4昨年8月の交流会
（UTokyo Africa Evening）には18カ国29名の留学生と総長ほかの教職員が参加。 5農地に水を引いたベトナム
の養殖池。パインと同様、エビ養殖でも南米諸国の躍進が目立つそう。 6病気に強いと言われたバナメイエビで
すが、近年は感染事例が発生しており、農薬残留が問題となります。

2
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標高4300mの羊八井高原
から宇宙線の起源を探す
チベットの高地に設置された多数の観測装置を使って、宇宙から降り注ぐ
放射線の観測が行われています。宇宙線研究所の川田先生は、
これまでに約20回現地に滞在。観測機の調整やデータ分析を行いながら、
謎の天体「ぺバトロン」や宇宙線の起源を追い求めています。

14

宇宙線物理学 アジア

の解析を行いました。

　宇宙線は地球の大気圏に入ると、大気中の

窒素などと衝突して次々に枝分かれし、大量

の子供の粒子を作ります。これが「空気シャ

ワー」です。これらの粒子は大気の中で次々

にエネルギーを失い消滅するため、より多く

の粒子を検出器で捉えられる高地に観測装置

を設置しました。

　私が初めて羊八井に行ったのは1999年。

以来10年以上にわたり何度も足を運びまし

た。標高約3600mのラサで体を慣らした後に、

車で約2時間かけて向かうのですが、最初は

高山病になり1週間くらい動けませんでした。

広大な羊八井高原には、空気シャワー観測装

置約600台が碁盤目状に並んでいます。装置

の心臓部である光センサーは経年変化するた

め、ナノ秒以下の単位での較正が必要です。

現地では主にメンテナンス作業を行ってきま

した。

　羊八井で2014年から2017年に収集された

データを解析したところ、0.4~1ペタ電子ボ

ルト（PeV）の最高クラスのエネルギーを持

つガンマ線を23個発見しました。1PeVは人

の目で見える可視光の1000兆倍のエネルギ

ーで、分析の結果、これらのガンマ線の到来

方向が、天の川銀河に沿って広がっているこ

とが分かりました。1PeV以上の宇宙線が吹

き溜まりのように集まり、星間ガスと衝突し

謎の天体「ペバトロン」の 
候補を発見
　中国チベット自治区の羊八井（ヤンパーチ

ン）高原で、宇宙から降り注ぐ高エネルギー

の放射線「宇宙線」の観測をしてきました。

首都ラサから約90km北西に位置する、標高

4300mの高地です。観測で得られたデータ

を使って、宇宙線の発生源を突き止めるため

MAENO Fukashi

前野 深
地震研究所准教授

衛星画像だけでは見えてこない
火山島の「人生」に上陸調査で迫る
クラカタウ、マリアナ、西之島、バヌアツ……。
火山島の現地調査を通じて、火山の「人生」とも言える履歴に迫っているのが、火山地質学の前野先生。
仕組みの解明だけでなく、噴火の予測や災害軽減にもつながる研究を紹介します。

パンジャン島から見たクラカタウ。「煙が白い場
合は水蒸気なので危険度は低いですが、灰色の
場合は上陸を見合わせる状況でした」（前野）

碁盤目状に並ぶ、空気シャワー観測装置。

火山地質学 東南アジア

KAWATA Kazumasa

川田和正

　近年では衛星観測の解像度が上がり、地形

の変化は上空からよく見えますが、噴火でど

んなものが出たのかはわかりません。山体崩

壊に即して何が起きたかを時系列で知るには、

現地に赴いて堆積物を調べる必要があります。

　2019年、他の研究者3名に現地の案内役を

加えた調査チームで現地入りしました。水蒸

気噴火が続いて島への滞在は危険なので、2

キロほど離れた無人のパンジャン島にテント

を設営。船でクラカタウに上陸し、数メート

ル規模で堆積した火山灰や溶岩から、マグマ

分析に用いるサンプルを集めました。分析は

研究室でないとできないので、現場では破片

を拾ったりハンマーで溶岩の塊を割ったりと

宇宙線研究所准教授

サンプル回収に集中です。どこを狙うかは衛

星画像を見て決めました。地形変化の影響を

受けていないと目された地点、火口付近、島

の一番東側の3ヶ所です。日没前に離れる必

要があって時間は限られましたが、約10キ

ロの堆積物を持ち帰りました。

　帰国後の分析で見えたのは、山体崩壊の前

後でマグマの化学組成が変わったらしいこと

です。今回の分析値をグラフにしてみると、

1883年の大噴火と崩壊前の近年の噴火との

間に位置しました。大噴火では二酸化ケイ素

の割合が高まる傾向がありますが、ここから

山体崩壊を起こした 
火山島に上陸
　インドネシアのジャワ島とスマトラ島の間

にクラカタウという火山島があります。

1883年に歴史的大噴火があったこの島で、20

18年に山体崩壊が起こり、併発の津波が沿岸

域に甚大な被害をもたらしました。海底の火

口から噴火し、水が激しく蒸発して土砂を巻

き上げる、マグマ水蒸気爆発が続きました。

小笠原周辺ではよく見られる様式ですが、山

体崩壊と重なるのは稀。私は2014年に一度現

地を訪れていたので、山体崩壊の前後を比べ

たいと思い、海外の災害を扱う国際連携プロ

ジェクトに加わりました。
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前野先生の著書
『島はどうしてできるのか』（講
談社、2024年7月刊）
ブルーバックスのウェブサイト
での連載をもとに、火山島の誕
生から消滅までを解説した一冊。

パンジャン島に設営した調査チームのテント。倒れ
た樹木や堆積した砂は2018年の津波の影響。

噴火を繰り返したパガン島（マ
リアナ諸島）は人口5人に。昔
は日本軍の拠点があり、前野先
生が調査に入った2009年には
零戦の残骸がありました。

クラカタウでは山体崩壊と海水侵入により直径約430mの火口湖が出現。2019年の上
陸時も水が噴き上がっていました。

などに衝突して発生したガンマ線を観測する

ことで、間接的に宇宙線の起源天体を探し出

そうという戦略です。

　ぺバトロンを恐竜に例えると、現在はその

足跡が見つかった段階です。次は「恐竜」そ

のものを突き止めたいです。星の爆発後に残

る天体「超新星残骸」の一部から、高エネル

ギーガンマ線が出ていることも発見しました

が、まだ候補の一つにしか過ぎません。宇宙

線研究所では今、チベットからは見えない南

天を調べるために、南米ボリビアで観測を始

めました。南半球からは銀河の中心部の「超

巨大ブラックホール」の周辺も観測でき、今

度こそホンモノの「恐竜」を発見できるので

はないかと期待しています。

て出てきたガンマ線を捉えたと考えられ、高

エネルギーの宇宙線を生み出す「ぺバトロン」

が、銀河系内のどこかにあることを示す初め

ての証拠です。

宇宙線の起源を突き止める
　これまでの宇宙線の観測と理論的な予測か

ら、エネルギーがPeVクラスの宇宙線は銀河

系内で生まれたというのが定説でしたが、証

拠がありませんでした。発生源の天体を特定

するためには、宇宙線の到来方向を調べれば

よさそうですが、これが困難です。宇宙線は

電荷を帯びているため、進行方向は宇宙空間

の磁場によって曲げられ、どこから来たのか

分からないからです。そこで、私たちは宇宙

線の中でもガンマ線に注目しました。ガンマ

線は電荷を持たないため、真っすぐ進みます。

天体で加速された宇宙線が、周りの星間物質

1夜は空一面に無数の星が広がり、天の川も美しく見え
ます。 2草原が広がる羊八井高原。休みの日には、近隣
の山を登ったりしてリフレッシュしていました。 3近隣
の住民が飼っているヤクが敷地内に来ることもあります。
イタチやウサギなどの野生小動物も多く、ケーブルが咬
み切られてしまうことも。 4 2014年から地下で稼働を開
始したミュー粒子を観測する「ミューオン観測装置」。こ
の装置を設置したことで、空気シャワーの元になった宇
宙線が、陽子やヘリウムなどの原子核なのか、ガンマ線
なのか、という区別ができるようになりました。

何が導けるかは今後の分析次第です。　

各々の火山のクセを解明したい
　私は火山地質学が専門で、いま起きた噴火

を知ることに加え、火山の長期的な履歴を知

ることに興味があります。いわば火山の「人

生」を知りたい。その山はどんな噴火を起こ

しやすいのか、どんなクセを持つのかを解明

したい。クラカタウには大噴火を長期的に繰

り返すクセがありそうですが、山体崩壊は意

外でした。山が崩れるのは歳を取って弱るせ

いだと考えられますが、これは若い火山なの

に崩れた。傾斜のある場所で火口や火道が動

いたのが原因ではないかと睨んでいます。

　これまで、火山のクセを知るために各地を

調査してきました。西之島、福徳岡ノ場、薩

南諸島、渡島大島、ギリシャのサントリーニ、

カリブ海のモンセラート、フランス領のマル

ティニーク、マリアナ諸島……。もう数え切

れません。9月にはバヌアツの火山島に赴き

ます。

　南太平洋の島々と日本は、海底火山が多く、

テクトニクスの状況が似ています。日本の知

見を現地の被害軽減などに役立てられる一方、

噴火の頻度が高い南太平洋での調査は日本の

火山研究や火山活動の予測にもつながるはず。

火山地質学は知的好奇心を刺激するのに加え

て社会的意義も

大きい分野だと

自負しています。

1

2

3

4
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初代ローマ皇帝の別荘なのか？
ヴェスヴィオ山の北麓で進む
遺跡発掘プロジェクト
南イタリアのヴェスヴィオ山北麓でローマ時代の遺跡を発掘する一大プロジェクトが、
22年前から進んでいます。考古学、火山学、歴史学、文学など、
多分野の知見を結集して日本の大学がイタリアの遺跡を調べる意義とは？ 
4代目リーダーの村松先生に紹介してもらいましょう。

文学 ヨーロッパ

多分野の研究者が参加するオール東大の取り

組みでした。

　現地はクルミやアンズなどの果樹園が広が

る農村地帯です。1920年代の終わり、地元の

人が農機具の倉庫を作ろうと地面を掘ったと

ころ、古代の遺構らしきものが出てきました。

1930年代に考古学者が調査すると、角柱4本

が支える壮大なアーチ構造や彫刻の破片など

も出てきましたが、その後は資金が滞り、当

時の世界情勢も影響して、調査が進まないま

ま時が経過。遺跡は埋め戻され、人々に忘れ

られていきました。

　当地では以前から初代ローマ皇帝アウグス

トゥスの別荘があると伝えられていました。

アウグストゥスは、ローマから向かったナポ

リで体調を崩し、ノーラの別荘へと移り、父

が死んだのと同じ部屋で没した、と世の人々

が噂していた。そのようにタキトゥスなどの

歴史家は書き残しています。それまでイタリ

ア各所で古代の邸宅建築を調べてきた青柳先

生は、最初の発掘から70年余りを経ていた当

地にあらためて注目。イタリア政府の協力を

得て発掘調査を始めたのです。

　様々な遺物が出ましたが、なかでも画期的

だったのは、2003年に出土したディオニュ

ソス像とペプロフォロス像です。美術史的に

大変貴重な2つの大理石彫像の出土は大ニュ

ースとして世界を巡り、彫像は2005年の愛知

万博や2022年に4都市を巡回したポンペイ展

などで「来日」も果たしています。

当初の期待は外れるも 
次なる希望が
　この建物がアウグストゥスの別荘ではない

かという当初の期待は、残念ながら外れまし

た。火山灰などを分析した結果、この層は5世

紀の噴火で埋もれたものでした。西暦14年に

没したアウグストゥスの別荘ではありえませ

ん。

　しかしチームはめげずに調査を続け、この

建物が2世紀に作られて祭儀などの公的機能

を果たしていたこと、そして後に建物の用途

が変わってワイン生産施設として使われたこ

とが判明しました。用途と社会的な重要性が

下がり、廃墟になりつつあった状況で大噴火

が起こったようです。

　2017年には、この建物の下により古い時代

の建造物があることが見えてきました。2023

年にさらに掘ったところ、古い時代の遺構と

遺物がまとまって現れ、保存状態のよいアン

フォラ（土器の甕）が壁に立てかけられた状

態で出てきました。この層を覆う軽石の化学

タキトゥスも綴った 
皇帝別荘伝説
　南イタリアのカンパニア州にあるヴェスヴ

ィオ山の北麓で、ローマ時代の遺跡の発掘調

査を進めています。もとは2002年に古典考古

学の青柳正規先生が始めたプロジェクトで、

古代ローマ史の本村凌二先生、中世ラテン文

学の高田康成先生の後を受けて、2014年か

ら私がリーダーを務めています。当初から火

山学、建築学、歴史学、考古学、文学など、

1発掘前の現地。果樹が一面に広がる農地でした。 2
ソンマ・ヴェスヴィアーナ市スタルツァ・デッラ・レジ
ーナ地区に位置する発掘現場の全景。 3酒の神として
知られるディオニュソス。頭部は横向きに倒れた状態
で発見されました（ノーラ歴史考古学博物館蔵）。

1

2

3

4
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の知見をあわせて考えるのが現代の考古学で

す。

　イタリアの遺跡をどうして日本の大学が調

査するのか、と思われるかもしれません。以

前の考古学には、列強が世界史のなかで自国

の歴史性を担保するためのものという側面が

ありましたが、近年の考古学では人類全体の

遺産を皆で守ろうという流れが強まっていま

す。近代考古学発祥の地と言えるイタリアで

日本の大学が発掘することは、学際協力と文

化的共生のモデルを示す試みでもあります。

地震国である日本とイタリアが連携すること

は、災害考古学という新しい知見にもつなが

るはずです。

　私自身はダンテやダンヌンツィオをはじめ

とするイタリア文学の研究者であり、発掘作

業は下手です。現地ではよく「土を洗いすぎ!」

などと怒られますが、調査に関わる様々な学

問を文学の側から捉え、プロジェクトの意義

を整理して多くの方に伝えることが使命だと

思っています。パブリックアーケオロジーの

松田陽先生、西洋美術史の芳賀京子先生など、

大学院生の頃に発掘調査に参加して研究を続

けてきた研究者も多く、人材育成の場として

も機能してきたプロジェクトです。20年を越

えていよいよ佳境を迎える発掘調査の今後に

ご注目ください。

組成を分析すると、79年の噴火に伴う降下物

であることがわかりました。大きな窯の跡が

あることもわかり、サイズから考えると、大

きなテルマエ（浴場）があったのではないか

と推測できます。

　ヴェスヴィオ山の南麓で栄えたポンペイは、

79年の噴火の影響で全滅しました。北麓はそ

こまでひどい被害はなかったと考えられてき

ましたが、実はポンペイと同様にひどく破壊

され、後に復興していたのです。重要なもの

があったという記憶の上に、2世紀になって

壮大な建物が作られた。これほど大きな空間

と立派な柱が多い建物はなかなかありません。

ここにはやはりアウグストゥスの別荘があっ

たのか。過去の偉大な人物を記念する施設だ

ったのか。真実に迫るため、2024年には、窯

の焚き口と思われるアーチ構造の開口部から

広がる空間に調査範囲を広げたいと思ってい

ます。

人類の遺産を皆で伝える 
現代考古学
　たとえば出土した美術品を美術史家が見れ

ば、何世紀のどこの工房のものだとわかりま

す。それがもし別の地域の工房のものだとす

れば、当時から交易の広域化が進んでいたこ

とがわかる。火山学の研究者が土壌を分析す

れば、それが埋もれた年代を決められます。

考古学の遺物の知見、地質学の知見、人類学

的な知見も総合して考えることで見えてくる

姿があります。考古学的な蓄積に多様な学術

MURAMATSU Mariko

村松眞理子
総合文化研究科教授

遺跡前にて、村松先生と国
際研修プログラムの参加学
生たち。将来のリーダーは
ここから!?

https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt07
昨今の研究費削減傾向がこのプロジェクトの
維持に影を落としています。人類の歴史の1
ページを開く取り組みをぜひご支援ください。

4ワインを輸送・貯蔵する
ために使うアンフォラ16本
は発掘チームが第22室と呼
ぶ部屋で見つかりました。
5 2023年に見つかった窯
の遺構。採取した炭化物の
分析結果は、アウグストゥ
スの死後しばらくたった頃
に窯が使われなくなったこ
とを示しました。 6 2つの
時期の建物と火山性堆積物
の関係図。2024年から狙
うのは「？」の部分です。

東大基金ソンマ・ヴェスヴィアーナ
発掘調査プロジェクト

472年噴火の堆積物 472年
噴火の
堆積物

1世紀前半以前の建物 ？

2世紀半ば以後の建物

5世紀の地表面

79年噴火の堆積物

1世紀の地表面

5

6
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YOKOTA Shin-ichi

横田伸一
医科学研究所助教

日本最南端の東大施設で
小型霊長類の繁殖に取り組む

鹿児島県奄美大島に、東京大学が保有する日本最南端の研究施設
「奄美病害動物研究施設※」があります。奄美の温暖な気候を生かして、
南米原産のサルの繁殖や、熱帯熱マラリア研究が行われています。
2015年から駐在する獣医師の横田先生にこの施設での
取り組みを紹介してもらいました。

動物生命学 南西諸島

　ただ課題として、リスザルとヨザルの頭数

が減ってきているという現状があります。国

内の主要な霊長類研究施設がこの2種類のサ

ルを輸入し繁殖を試みてきましたが、上手く

いきませんでした。今では当施設が研究機関

としては国内で唯一これらのサルを維持して

いる施設です。繁殖が成功しているのは奄美

の温暖な亜熱帯海洋性気候のおかげかもしれ

ません。現在はワシントン条約で輸入規制さ

れているため繁殖していくしかありません。

もしも全滅させてしまったら、日本の貴重な

リソースを一つ消してしまうことになります。

日々胃が痛い思いです。ここは国際共同利用

・共同研究拠点でもあるので、国内外の様々

な機関の研究者も利用します。そのためにも

よりよい繁殖方法を見つけ、頭数を増やすこ

とも私たちの重要な仕事であり使命です。

　例えば最近は、微量な尿で判定可能な新世

界ザル用の妊娠検査薬の開発研究に協力しま

した。早期に妊娠が分かればその分早めに隔

離するなどの対応が取れます。また、遊び道

具を設置したり、餌を探して取るような仕組

みを作ったりするなど様々なアメニティを準

備してストレスがたまらないような環境づく

りにも注力しています。

亜熱帯の気候を生かした研究
　リスザルは世界三大感染症の一つであるマ

ラリアの研究に極めて貴重な動物です。マラ

リアの治療薬はありますが、効き目が良い安

価なワクチンはいまだありません。そのワク

チンを開発するための、リスザルのマラリア

モデル作りにも取り組んでいます。

　2023年6月には新研究棟が完成しました。

病原体を封じ込めながら、媒介蚊を使った感

染実験が可能な施設です。この施設を使って、

ジカ熱やデング熱などマラリア以外の蚊が媒

介する熱帯病の研究にもいずれは取り組みた

いと思っています。蚊は湿度の高い環境を好

むため、奄美だと上手くいくかもしれません。

地球温暖化が進むなかで、今後新興感染症や

すでに根絶された感染症が再び発生する可能

性があります。その時には、亜熱帯にあるこ

の東大が保有する日本最南端施設の研究で貢

献したいと考えています。

リスザルを繁殖する 
国内唯一の研究施設
　私は2015年から奄美に駐在しています。全

国に48ある東京大学の施設のなかで、日本最

南端に位置する研究拠点です。もともとはハ

ブの採毒所として1902年に開設しました。現

在日本で使われているハブの抗毒素血清は、

私の先輩方が100年以上前ここで搾り取った

毒を基に研究を重ねて作られたものです。

　ハブもいますが、現在は主に南米原産の新

世界ザルであるリスザルの繁殖とヨザルの飼

育をしています。熱帯雨林に住む体重約1kg

の小型霊長類です。私はこの小型霊長類を実

験に使うためのリソース研究を行っています。

様々な病気の動物モデルとして、創薬やワク

チン開発研究などに使いやすいような情報を

整備するのが目的です。そのためにサルのゲ

ノム配列や生理的パラメーターといった情報

を調べたり、整理したりしています。

1奄美病害動物研究施設のヨザル。
2リスザル。餌をやる飼育員には
とても懐いていて顔を見ると寄っ
てきます。 3植物に囲まれた第一
研究棟のエントランス。

研究施設敷地内から見える大島海峡。 2023年6月に完成した新研究棟。

※10月1日に奄美医科学研究施設に名称変更予定。

1

2

3

TAN49_HONMON_C23_06+再修.indd   18TAN49_HONMON_C23_06+再修.indd   18 2024/09/06   21:122024/09/06   21:12



19

OTA Kei

太田 圭
人文社会系研究科助教

オホーツク文化と擦
さ つ も ん

文文化が出会う場所で
進む土器圧痕調査と考古学実習
カーリングの町として知られる北海道の常

ところ

呂は、実は東京大学と深い縁を持っています。
2021年から現地で考古学調査を進めてきた太田先生が、土器の圧痕調査などを通じて
道北・道東の植物利用や文化交流の歴史を探っている取り組みを紹介します。

考古学 オホーツク海沿岸

　考古学で先史・古代の植物利用を探る場合、

出土した炭化種実を分析するのが基本です。

日本の酸性の土壌では埋没した種実は分解さ

れてしまいますが、火を受けて炭化した場合

などは種実の検出場所や形状・状態から人々

の利用方法を推測することが可能です。道北

・道東では炭化種実のデータが少なく、新た

に大規模発掘調査でも行われない限り新しい

データの獲得は困難ですが、土器は採集品も

含めてどの地域でも出土するので、炭化種実

データが少ない地域でも土器圧痕調査により

植物利用に関するデータが得られます。

　オホーツク海沿岸には多くの竪穴住居跡が

埋まらずに窪みとして残り、その規模は日本

最大級。擦文文化の竪穴が半数を占めます。

カマドや紡錘車などの遺物をみると、擦文文

化は東北地方の影響を受けていることがわか

ります。道央部で擦文文化が展開する8世紀

頃にはムギやキビなどの穀物やその利用方法

も伝わったと考えられ、10世紀以降は道北や

道東にも拡大します。8世紀頃にオホーツク海

側で広がるオホーツク文化でも穀物を利用し

ていたことがわかっています。この時期、本

州と大陸（北方）の2系統の文化要素が流入し、

常呂周辺はその接触地域でした。接触の結果

はトビニタイ文化として評価され、土器と住

居から文化の接触が考えられてきましたが、

私は文化の接触・融合の姿を穀物とその利用

方法からより具体的に検討することを目指し

ています。文化の交わりを遺物・遺構に触れ

1955年に始まった常呂との縁
　東大と常呂の縁は、文学部の服部四郎先生

が樺太アイヌ語の研究で当地を訪れた1955年

から始まりました。地元の考古愛好家と話し

て熱意に打たれた服部先生は、考古学研究室

の駒井和愛先生に連絡。現地視察で重要性を

理解した駒井先生は、1957年から発掘調査を

始めました。地元の支援を受け、大学として

長期的に調査を行うことが決まり、地域連携

を軸に調査研究を進める常呂実習施設が1967

年に設置されていまに至っています。

　私の考古学との出会いは、小学生の頃に近

所で新東名高速道路の工事に伴う発掘調査を

見たことでした。大学院生時代は発掘調査の

ため年に4か月程は常呂へ。それまでの研究

テーマは東日本の縄文時代の土器や住居でし

たが、オホーツク海側の歴史をみるなかで、

本州東北部から伝わった文化要素が発展して

形成された擦文文化や、海に高度に適応し、

動物儀礼の痕跡が顕著な大陸（北方）由来の

オホーツク文化、両者が接触・融合して生じ

るトビニタイ文化など、この地にユニークな

現象に興味を持ちました。なにより地元の人

たちとふれあいながら研究できることに魅力

を感じ、2021年に常呂に赴任しました。

植物の利用法を探る圧痕調査
　近年行っているのはレプリカ法による土器

圧痕調査です。土器の表面の穴にシリコンを

入れて型を取り、穴を形成したものが何かを

同定するもの。型取りしたレプリカを顕微鏡

で調べて現生標本と比較し、根拠となる部分

が確認できれば、科や属を同定できます。

1レプリカ法では、土器が作られた年代から圧痕の
由来物質が存在した時期を直接知ることができます。
2レプリカ法によるシソ属種実の圧痕の検出例（北見
市大島2遺跡）。 3 2024年6月の調査の様子。遺跡か
ら出土した遺物の位置情報を正確に記録しています。

4資料約16万点を擁する常呂資料陳列館（1967年竣
工）。この館に、研究棟、定員20名の学生宿舎、資
料保存センターをあわせたのが常呂実習施設です。
5トコロチャシ遺跡から出土した8～9世紀の骨偶
（常呂実習施設所蔵）は、オホーツク文化で特別視さ
れたクマを象る遺物の代表例（トドの骨製）です。

史跡常呂遺跡

ながら検討できるのが、ここで研究する

面白さのひとつ。博物館学実習や考古学実習

の学生とともに毎夏を過ごす傍ら、いま常呂

にいるからこそできる研究に励んでいます。

3

1

4

5

2 圧痕拡大写真

電子顕微鏡写真
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三條場先生の共著
『とってもおもしろい蚊の話』
（山と渓谷社、2019年）

3人の蚊学者が蚊の本当の姿を
語る偏愛の一冊。三條場先生の
推しはオキナワオオカ。

SANJOBA Chizu

三條場千寿
農学生命科学研究科准教授

原虫も宿主も人の意識も踏まえた
リーシュマニア症の感染症疫学
三條場先生が向き合うのはリーシュマニア症という感染症。
皮膚潰瘍や内臓の腫脹を起こすこの病気の対策には、媒介する生物や環境や
人々の意識まで総合的に考える必要があります。
世界各地でフィールド調査と啓発活動を進めています。

寄生虫学 アジア

ところ、サシチョウバエへの効果が認められ

たので、現地の人を雇用して、配布と使用指

導をお願いしました。

　2018年にはモンゴルに赴きました。疑われ

たのは、砂漠のオオスナネズミが原虫を宿し

ていて、遊牧民と接触して感染しているので

はないかということ。地元の運転手を雇い、

ウランバートルから10日間ほどゴビ砂漠を進

み、巣を探して罠を設置。テントをアルコー

ル消毒した簡易クリーンベンチで、捕まえた

ています。主要な原虫が揃うトルコの感染事

情を理解できれば、他の地域にも役立ちます。

現地の大学、トルコ保健省と連携し、地域別

のサシチョウバエ分布マップと医師・獣医・

市民向けのガイドラインを作るため、少なく

とも年に2回は現地調査を行っています。　

　私は修士の頃にサシチョウバエを初めて見

て、かわいいと思いました。嫌われもののハ

エやカにも形態美があります。この感覚を小

中学生に伝えたくて本を企画・執筆しました。

カやハエが減ると困る生き物もいます。その

連鎖がいつか人にも及ぶことを、頭の片隅で

トルコから海外調査を開始
　サシチョウバエという2～3mm程度のハ

エが媒介するリーシュマニア症を研究してい

ます。病原体であるリーシュマニア原虫に感

染しているハエに刺されて、皮膚の潰瘍や内

臓の腫脹が起こります。地域によって感染の

状況は異なります。患者を減らすには、原虫

やその宿主となる生物だけでなく、人の意識

や環境も総合して考える必要があります。

　海外のフィールド調査は、修士の頃に行っ

たトルコのサンリウルファが最初です。昔か

らリーシュマニア症が多い地域ですが、ダム

建設で虫が増えて感染が広がるのではないか

との懸念がありました。トルコにいる28種の

サシチョウバエのうち、どの種類が媒介する

のかを調べました。100匹捕まえても感染は

1個体あれば多いほう。膨大なサンプルが必

要です。迅速に種同定できる簡易手法ををラ

ボで開発して現地で活用し、媒介種同定に貢

献しました。

　バングラデシュでは、住民アンケートを行

って教育水準やライフスタイルを調べました。

病気の存在は知っていても、媒介生物や対処

方法を知らない人が多かったので、字が読め

ない人でもわかる啓発アニメを作ってYouTu

beで公開しました。オリセットネットという

長期残効型防虫蚊帳の効果をラボで検証した

1三條場先生が博士論文に書いたやり方を元に製
品化され、現在各地で使われている皮膚型リーシ
ュマニア症の検査キット。 2トルコでの調査。サ
シチョウバエやカがいそうな場所に装置を仕掛け
て回収します。「殺虫剤に耐性を持つカもいるよう
で注目しています」（三條場）

昆虫学の宮城一郎先生とともに西表島で見つけ、
2022年に新種と認められたイリオモテサシチョウバ
エ。92年ぶりの新種発見でした。

ゴビ砂漠で罠を仕
掛ける様子と、罠
にかかったオオス
ナネズミ。

リーシュマニア原虫。

オオスナネズミを検査しました。持ち出しが

厳しく規制され、現地で分析しないといけな

いのです。

ゴビ砂漠で困ったトイレ事情
　このときは約1ヶ月滞在しました。昼は直

射が厳しく、車の陰に隠れていました。排泄

はひと苦労です。周囲に遮るものがないので、

見られる恐れが大。見るなと言って行きます

が、モンゴル人は目がいいのか、戻ると「ず

いぶん遠くまで行ったな」と言われ……。　

　調査の結果、20～40％の確率で原虫がいる

とわかり、オオスナネズミがリーシュマニア

症を媒介していることが判明しました。その

後の分析で、オオスナネズミにいる原虫は人

にはそれほど害を与えず、遊牧民が一帯に滞

在しても深刻な状況にはならないとわかりま

した。

　研究室ではいま、トルコの節足動物媒介感

染症のコントロールを目指し、SATREPSとい

うAMEDとJICAの連携プロジェクトに参加し

でも覚えておいても

らえたらうれしいで

す。

1

2
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水深5780mの海底に潜航し
びっしりと広がる鉱物資源を調べる

5780m

0m
日本で最も東にある離島、南鳥島。
その周辺海域には大量の金属や
レアアースが存在します。
その実態を調べるために、
潜水調査船で水深5780mまで
潜った大田先生。
深海に広がる世界、
そして海底鉱物資源と
海洋循環の関係などについて
紹介します。

資源システム学 深海

海洋循環の中でできた 
レアアース泥
　魚の骨を大量に含むレアアース泥も海山の

ふもとから多く見つかっています。オスミウ

ムという元素の同位体と魚の化石などを使っ

て年代測定したところ、このレアアース泥は

約3,450万年前に生成されたと推定されまし

た。地球が寒冷化した時期です。南極に氷が

でき、冷やされた海面の海流が沈み、海がぐ

るぐると循環する。その海流が南鳥島周辺海

域の海山にぶつかり、上昇することによって、

海の底に溜まっていた微生物が栄養とする栄

養塩が光の届く海の表層に上がっていく。そ

の結果、微生物が増え、魚も増え、魚の骨も

たくさん海底に沈むことになります。この壮

大な海洋循環の中で、レアアース泥が海山周

辺に生成されたと考えられます。

　最近は陸上の鉱山研究にも取り組んでいま

す。海でできた資源がプレート運動によって

日本列島に近づき、大陸の下に沈み込み、そ

れがマグマによって地上に鉱山が形成される

という循環があると考えています。日本列島

もそのような地球の循環によって生まれまし

た。この日本列島の起源から現在までの資源

形成の全歴史を明らかにして、いつか歴史書

としてまとめたいです。

マンガンノジュールが 
密集する理由
　小笠原諸島の南鳥島周辺の海底にはコバル

トやニッケルなどの金属が含まれているマン

ガンノジュールやレアアース（希土類）を含

む泥が大量にあることが知られています。そ

れらの海底鉱物資源ができる条件などを理解

するために、潜水調査船「しんかい6500」

に乗船し、南鳥島周辺の海底を調査しました。

2016年と2017年に計3回、最大で水深5780m

まで潜りました。

　マンガンノジュールは、海水中の金属が岩

石や魚の骨などを核としてその周りに沈積し、

長年かけてできた丸い塊です。レアアース泥

も同様で、海水に含まれる微量のレアアース

が魚の骨に吸着し、それが泥の中に溜まった

もの。マンガンノジュールの下にあることが

多く、同じ場所から見つかります。それらが

実際に海底にどのように分布しているのか、

またどういう大きさで、そのような形なのか

といったことを調べました。

　2人のパイロットと乗船し、時速2キロく

らいのスピードで約2時間半かけて降下しま

した。水深500mぐらいまでは明るく、小さ

な生き物などが見えましたが、そこを超える

と真っ暗です。窓から光る生き物が見えまし

たが、何かは分かりません。窓越しとはいえ、

人間がいることができない深海が手の届きそ

うなところにあることが不思議でした。

　海底で自由に動けるのは3時間。5、6か所

に狙いを定め、ロボットアームを使って

50cm角の正方形の枠を海底に置き、その中

のマンガンノジュールの数を調べました。分

かったのは、海流が強い場所に密集している

ということ。そして、海山の裾野に多いとい

うことです。この海域には大きな海山がいく

つも存在するのですが、その斜面から転げ落

ちてきた岩石がマンガンノジュールの核にな

ったためだと考えられます。

1 しんかい6500潜航前の大田先生
（2016年）。 2レアアース泥を採取する
パイプを持った大田先生。船の上から
クレーンを使ってパイプを海底に突き
刺して泥を取ります。 3 2024年に世界
文化遺産登録が決まった佐渡金山で調
査を行う大田先生。 4水深6500mまで
潜れる潜水調査船「しんかい6500」で
着水した直後の窓からの景色。 5 2017
年に南鳥島周辺の海底で撮影したマン
ガンノジュール。丸い塊がびっしりと
海底を覆い尽くしていました。 6顕微
鏡で見たレアアース泥。魚の歯や骨が
大量に含まれています。 7大田先生が
運営に携わる鉱物資源フロンティアミ
ュージアム「ミネラフロント」＠工学部
3号館4階。
https://minerafront.jp

OHTA Junichiro

大田隼一郎
工学系研究科講師

1

4

5

2

3

6

7 
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トンガ王国で海外移住と
出生率の関係を調べる
トンガ王国でのフィールドワークから出発し、
移住者と村に残った人々の出生率を
比較研究してきた医学系研究科の小西先生。
当時の経験を踏まえ、日本の低い出生率の原因や、
妊孕力、不妊治療に関する研究を進めています

人類生態学 ポリネシア

ラリア、ニュージーランド、米国の合計特殊

出生率は2くらいなので、移住した人の出生

率は低くなっているのではと思いましたが、

結果は違いました。移住者の合計出生率は、

前期が3.58、後期が3.71。高い出生率を維持

しています。一方で、村に残った女性は前期

が3.46、後期は2.24に減少していました。寄

与した一因として考えられたのは、村に残っ

た女性の婚姻率の減少ですが明確な答えは出

ていません。　

日本人の妊孕力と性交頻度
　トンガの合計出生率と比べてはるかに低い

のが日本の出生率。2023年には過去最低を更

新し、1.20でした。この低い出生率の原因を

探るため、現在は再生産する能力である「妊

孕力」の研究をしています。食べ物や化学物

質、BMIなど、これまで様々な角度から調べ

てきました。妊活中の女性80名を対象として

2016年から実施した「ベビ待ち調査」では、

性交頻度が低い人は妊娠しにくく不妊になり

やすいという結果が得られました。生理学的

に考えればいわば当たり前の結果ですが、不

妊治療を行う臨床の現場では性生活に関する

カウンセリング等はまだ十分に行われていな

いと聞きます。

　妊娠を希望してもなかなか授からない場合、

多くの人は不妊に関する相談のために病院を

受診します。そして医療機関においては自然

妊娠を待つことを患者に勧めるよりも、排卵

誘発や体外受精といった不妊治療を行うこと

が多くなります。2019年に日本で実施された

生殖補助医療の実施件数は、出生数1,000あ

たりに換算すると544件と世界で最も多くな

っています。不妊治療によって授かることが

できる生命がある一方で、出産につながらな

い治療がその何倍も行われているのが現実で

す。ますます高度化する生殖をめぐる技術と、

人間の生き方や家族のあり方の折り合いをう

まくつけていくことが、私たち人間にとって

重要だと思います。

600人が住む村で 
フィールドワーク
　初めてトンガ王国を訪れたのは2002年、修

士1年の時です。在籍していた人類生態学の

研究室ではトンガ、ソロモン諸島、インドネ

シアでプロジェクトを行っていて、大学院生

も現地に住みフィールドワークに取り組んで

いました。トンガには誰も住んでいなかった

ので、手を挙げました。

　それから4年、2006年までの間に通算約17

カ月、トンガタプ島西部にあるコロヴァイ村

にホームステイしました。約120世帯、600

人くらいが住む、道行く人は皆顔見知りとい

った村です。そこを初めて訪れた時に目に留

まったのが、ポツポツとある空き家や空き地。

住民が国内外に移住したためでした。島国で

輸入品に頼っているトンガでは、国民の収入

に比べて物価が高いため、多くの人が単身、

または家族で海外に移住し、家族や親戚に仕

送りをしています。

　この「移住」についてフィールドワークを

行いました。コロヴァイ村の全世帯を訪問し、

過去20年間の家族構成や住んでいる場所を

聞き取りました。その中で得た結婚や出産の

情報と併せて論文にまとめたのが、海外に移

住した人と村に留まった人の合計特殊出生率

の比較です。1983年～1992年の前期10年、

1993年～2002年の後期10年の2つの期間の

推移を調べました。

　出生率が低い国に移住すると、その環境に

同化して低くなるという国内外の文献があり

ます。トンガ人の移住先として多いオースト

KONISHI Shoko

小西祥子
医学系研究科准教授

1コロヴァイ村の大通りを歩く人たち。治安もよく、
住民の結束が強いトンガタプ島の西部にある村で
す。 2ゴザのようなトンガの伝統衣装「タオバラ」
を着て、日曜日に教会に集まるコロヴァイ村の女
性たち。 3コロヴァイ村の空き地。 4小西先生が
お世話になったホストファミリー。子供は7人。 5
トンガ名物・子豚の丸焼きを作っているところ。

コロヴァイ村の人がヤシの葉
で編んで記念にくれたうちわ。

1 2 3
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経験値稼ぎのようで面白かったと話します。

　卒業後もサラリーマン生活を続けながら、

20年以上自転車での冒険を続けてきました。

有休を使い、月5千円の小遣いとボーナスを

資金に約30か国。50度以上の熱波に襲われ

一睡もできなかったカルフォルニア州のデス

バレー国立公園、オーストラリアのシンプソ

ン砂漠、ミャンマーの密林など、秘境や辺境

が中心です。2016年には、日本人として初

めて自転車で南極点に到達。7日間で150kｍ

以上走行しました。

「絶対無理だということをやってみたいんで

す。失敗も多いのですが。驚きたい。可能性

に賭けてみたい。最近はその傾向が強くなっ

ていて、冒険の難易度が上がっています」

　そのための準備も怠りません。毎日5時に

起床し、腕立て伏せ、腹筋、背筋、20kmラ

ン後自転車で出勤。在宅勤務日は、基本的に

空気椅子やつま先立ちで仕事をこなしていま

す。「普段の会社生活も全てが冒険のために

ある。難しいからこそ面白いんです」

固定観念を捨てる
　直近の自転車旅は2023年と2024年の2期

に分けて縦断した「エンプティ・クォーター」

と呼ばれるルブアルハリ砂漠。オマーン、サ

ウジアラビア、アラブ首長国連邦、イエメン

の4カ国にまたがる世界最大級の砂漠です。

有休を使って30カ国をめぐる
　高校時代に自転車旅を始めた大島さん。当

時没頭していたゲームの世界を、リアルに体

験しているようで面白かったと振り返ります。

本格的に自転車旅にのめり込んだのは大学時

代。東大入学祝としてマウンテンバイクを得

たことが運の尽きだったと言います。

　日本横断後、駒場図書館で読んだ『ナショ

ナルジオグラフィック』がきっかけで挑んだ

オーストラリアのアウトバックを皮切りに、

アラスカ、東南アジアなど14カ国を自転車で

駆け抜けました。大学4年間での走行距離は

5万km以上。メーターが上がっていくのが、

南極から死の谷まで
走行距離15万km超
自転車で辺境に
挑戦するサラリーマン

卒業生編

淡青色の
冒険者たち

大島さんの著書
『会社員　自転車で南極点に行
く』（小学館、2016年）

OSHIMA Yoshifumi

大島義史さん
文学部卒業

http://nonstoprun.blog.fc2.com/

世界を股にかける東大人はもちろん
教員だけではありません。
淡青色の大学を卒業したという共通点を持つ
知の冒険者3人の姿を紹介します。
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受けて好きなことをやれるから最高だと聞き、

自分も、と」

　FLY Programの希望者は、計画案を提出し、

審査を経て最大50万円の支援金を受けます。

石丸さんの計画は、世界一周サッカーの旅。

サッカーを切り口に世界と密に関わる試みが

評価され、採択の通知が。でも、そこに壁が

現れました。東大を出て日本の銀行ひと筋で

休学して世界23カ国サッカー旅を敢行
スポーツの価値を高めるコンサル業へ

　UAE→サウジ→オマーンまで、計2215km。

50～100mくらいの高さの砂丘が延々と続く

地帯を、時には自転車を押したり、担いだり

しながら33日間で縦断しました。

「恐怖もあります。死への恐怖もそうですし、

何より孤独が怖い。でも49対51ぐらいで好

奇心が勝つんです」

　現在計画中の旅は北海道の天塩川。雪、水、

氷の全てを楽しめるのが、長さ256kmに及ぶ

この川です。

「自転車は陸の上を走る、という固定観念を

一旦捨てて、液体や固体の中を進むという発

想です。自転車を押しながら川の中を進める

のか。試したいです」

父の反対を押し切って出発
　小学生の頃からサッカーに打ちこんできた

石丸さんは、文三合格を決めて入学し、ア式

蹴球部に入りましたが、大学生活は続きませ

んでした。FLYというプログラムを利用して

1年休学したのです。

「高校の先輩がFLYの経験者でした。支援を

石丸泰大さん
教養学部卒業

ISHIMARU Yasuhiro
Field Management Strategy 　https://group-fm.com

1砂丘が連なるルブアルハリ砂漠の旅では国
境警備隊に拘束されましたが、携帯の翻訳機
を使って話し、無事解放されました。 2雄大
な自然が広がるアラスカ。3,4雪道の走行に
適したファットバイクで南極を走る大島さん。
小型旅客機で南極手前150kmのスタート地
点に行き、そこからの走行でした。冒険費用
1200万円の借金は10年かけて返済しました。

1
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2017年6月に安田講堂
で開催された大西さん
の報告会では、山崎さ
んが総合司会を務め、
パネルディスカッショ
ンに古川さんが登壇し
ました。

2024年4月の入学式で
祝辞を述べる米田さん。
ファーストペンギンに
続いて海に飛び込む集
団が皆で成長すること
の意義を強調しました。
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連盟本部を訪問。ヨーロッパではサッカーに

関わるビジネスマン諸氏に教えを乞い、日本

代表選手と交流する幸運も。アフリカでは貧

困層の子にサッカーを教えるボランティア活

動に計2ヶ月従事。南米ではスタジアムを巡

って非日常の熱狂に酔いました。

「特にブエノスアイレスのラ・ボンボネーラ

が強烈で。プレーの一つひとつに会場全体が

うねる感覚に痺れました」

旅のなかで得た感覚を仕事に
　9ヶ月の旅のなかでサッカーの力を再認識

し、帰国後は蹴球部に復帰。プレーの傍らプ

ロモーションユニットでスポンサー獲得に尽

活躍してきた父に反対されたのです。

「父は早く社会に出ることにこだわりました。

でも、何をしたいのかわからぬまま社会に出

るのは、社会に出るのが遅れるよりずっと怖

かったんです」

　行きたいと言い続け、母の後押しもあって、

やっと承諾をもらえた石丸さん。大学の支援

金、貯めたバイト代、それに父が貸してくれ

たお金を手に、まず向かったのはカンボジア

です。現地のクラブにSNSと電話で交渉して

インターンの機会を獲得し、ピッチに広告を

置いたりユニフォームを洗ったりフットサル

大会を企画したりと濃い2ヶ月を経験。土台

を築いた後は、マレーシアのアジアサッカー

力したことが、現在の仕事につながりました。

プロモーション業務でお世話になった恩人が

就任した日本屈指のスポーツ系コンサルティ

ング会社に今春加わり、アナリストとしての

業務をこなしています。

「スポーツほど多くの人生を豊かにできるコ

ンテンツは他にないはず。でもその継続・発

展にはお金が必要。サッカーに限らずスポー

ツ事業者の収益向上に貢献したいんです」　

　サッカーでは周りを活かし活かされながら

点を決める選手に憧れたという石丸さん。ス

ポーツコンサルというピッチでも、チーム連

携からのゴールを狙います。

　これまで5人の宇宙飛行士が東大から輩出していま
す。1997年にスペースシャトル・コロンビアに搭乗し、
日本人初の船外活動を行ったのは土井隆雄さん。
2008年には2回目の飛行で国際宇宙ステーション
（ISS）日本実験棟の任務に携わりました。2005年に
スペースシャトル・ディスカバリーに乗った野口聡一
さんは、2009年にロシアのソユーズ、2020年にはス
ペースXのクルードラゴンで宇宙へ。山崎直子さんは
2010年にディスカバリーに搭乗。このときISSには野
口さんが滞在中で、2人の日本人が同時に宇宙飛行を
行いました。古川聡さんは2011年にソユーズに搭乗し、
ISSに約半年滞在。2023年にクルードラゴンで再び赴
き、今年3月に帰還しました。大西卓哉さんは2016年
にソユーズでISSへ。2回目のISS滞在が2025年頃に予
定されています。そして昨年日本人として14年ぶり
に宇宙飛行候補者に選ばれた諏訪理さんと米田あゆさ
ん。来たる本番に備え、基礎訓練を重ねています。

　東京大学は、学生がそれまでの自分と異なる文化や
価値観に触れる取り組み「体験活動プログラム」を
2012年度から実施しています。参加人数はのべ4000
人超。卒業生をはじめとする社会の皆さんの支援に支
えられた、知の冒険者の育成につながる試みの一端を
ご覧ください。1京都府亀岡で保津川の絶滅危惧種ア
ユモドキの保護活動に参加。2宮城県川崎町で自給的
な農林業と現代的なライフスタイルの両立を模索。 3
和歌山県～三重県の熊野で歴史と自然を体験し地域振
興を追求。4静岡県南伊豆町の樹芸研究所で森林管理
作業を体験。5岡山県鏡野町で伝統工芸に必要な駿河
炭を焼く。6愛知県瀬戸市の生態水文学研究所で森林
・水・土砂のモニタリング。7千葉県鴨川市の千葉演
習林で森林管理作業を体験。8山梨県山中湖村の富士
癒しの森研究所で森林の植生を維持するための落ち葉
焚き作業。9長野県飯山市でイグルーを自作して一晩
過ごす野宿学。→https://x.gd/H8xxe

淡青色の
宇宙飛行士たち

次代の冒険者を
育むプログラム

土井隆雄さん
1997年、2008年飛行　
工学部卒、
工学系研究科修了

山崎直子さん
2010年飛行
工学部卒、
工学系研究科修了

大西卓哉さん
2016年飛行
工学部卒

野口聡一さん
2005年、2009年、
2020年飛行
工学部卒、
工学系研究科修了

古川 聡さん
2011年、2023年飛行
医学部卒

米田あゆさん
？年飛行
医学部卒

諏訪 理さん
？年飛行
理学部卒

1本田圭佑さんがオーナーだったソルティー
ロ・アンコールFCの皆さんと。2ルワンダで
参加したサッカーコーチのボランティア。「力
不足を痛感しました」（石丸）。3ボカ・ジュニ
アーズの本拠地のスタンド。「日本では味わえ
ない空気感で……」。4訪問地を去る際にゆか
りのユニフォームをくれる人が多数。オラン
ダでは日本代表の板倉滉選手がサインを!
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「海鳥としては高い数字です。この鳥は雌雄

の体格差が小さく、メスが交尾を拒否できる

ので、他のオスの子の存在はメスの浮気を示

します」

研究すべき人を支えるプロに
　佐藤先生との共著論文は学術的にも社会的

にも注目を集めます。でも、坂尾さんは研究

者の道を選びませんでした。理由の一つは、

島で4年追いかけたつがいをクマに食われた

ショック。もう一つは、お金です。

「優秀な先輩たちが全く研究費をとれなかっ

たり、ポストを探すのに苦戦していたりする

のを見て、研究を続けるのが難しい現実を見

ました。だったら私は研究を続けるべき人を

応援したいな、と」

　技術移転機関（TLO）の存在を知り、イン

ターンを経験。大学の知をお金に変え、その

お金が研究に返ってくる循環に魅力を感じた

坂尾さんは、2019年に東京大学TLOに入社。

研究者との密な相談をもとに、これまでに約

250件の案件を担当し、現在約30の研究室を

担当しています。

「種の段階から花が咲くまでを近くで見られ

るのが醍醐味です。最近は薬につながるかも

しれない技術の支援にも携わっているんです」

　目指すのは東大の知と社会の橋渡し。武器

になるのは、無人島仕込みの研究者心です。

雑な性格ゆえの路線変更
　盛岡の高校から東大に入学した坂尾さん。

薬に興味があったので当初は薬学部志望でし

たが、サークル活動が多忙で進学選択に必要

な成績を挙げられず、気になっていた幹細胞

の研究ができる教養学部へ。当時話題の分子

生物学に携わる研究室に進み、細胞培養の実

験を繰り返しましたが、カビが生えてしまう

ことが続いたそうです。

「ホコリが入るので手がシャーレ上を通過す

るのは禁止、といった細かい掟がたくさんあ

るんですが、雑な私には守れず……。見えな

いほど小さいものを扱うのは不向きだと思い

ました」

　そんなときに国立科学博物館で出会った、

バイオロギングの企画展。展示を担った大気

海洋研究所の佐藤克文先生に話を聞き、自分

の現況を伝えたところ、だったら面白いテー

マがあるよと教えられたのは、オオミズナギ

ドリという海鳥の浮気調査でした。

「雛の育ての父と遺伝的な父が違う割合が高

そうだと言われていました。ちょうど、遺伝

子を解析できる人が研究室に少ない頃だった

ようです」

　佐藤研究室に移ってからは、岩手県山田町

の無人島に5年間通い、地面に巣を作るこの

鳥の親子を調べました。繁殖期は真夏。約50

の巣を夜間に巡り、脚に記録装置をつけ、羽

をサンプリング。DNA解析の結果、父と雛

が親子でない確率は約15％と判明しました。

無人島の海鳥浮気調査で培った
研究者の心で大学の知を社会へ還元

SAKAO Miho

坂尾美帆さん
新領域創成科学研究科
自然環境学専攻博士課程修了

東京大学TLO

1 5年間通った、亜熱帯のタブノキが密生する
通称「タブの大島」。 2寄り添うオオミズナギ
ドリの夫婦。仲良さげですが、実は……。（撮
影：塩見こずえ） 3巣に雛を戻す坂尾さんは
大の虫嫌い。腕にカマドウマが登ってきて悲
鳴を上げ、同行の先輩に怒られたことも。 4
ノギスで雛のサイズを測定。「調査前はキャ
ンプをしたこともありませんでした」（坂尾）

1998年設立。「10年後の
未来をよりよくする」が
社是。これまでのライセ
ンス事例に、プレゼンの
AI評価サービス「プレト
レ」、特殊ペプチドを用い
た創薬開発プラットフォ
ーム、東大生協食堂「焼
きあごらー麺弥生」など。
https://todaitlo.com

東京大学TLO

1
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法学政治学研究科附属
近代日本法政史料センター
明治新聞雑誌文庫
近代日本の文化遺産である新聞・雑誌の収集・保存・
活用を目指し、外骨の盟友だった瀬木博尚（博報堂
創業者）の寄付をもとに、1927年に創立。施設は現
在予約制ですが、文庫の資料の検索データベース
「明深」はいつでも利用OKです。https://www.meiji.

j.u-tokyo.ac.jp

書架の中性紙保存箱に
収められた絵葉書帖。

 「宮武外骨編集
  絵葉書類別大集成」
相対語表（上）（下）より
無関係だった絵葉書同士の間
に力ずくで共通性を見出すの
が外骨の真骨頂。

東東 大大 のの 宝宝 第22 回

た「骨」、1機の戦闘機・2機の戦闘機・3機

の戦闘機など同じ絵柄で1・2・3を示すもの

を選り抜いた「一二三」、名所絵葉書の隅に

写るものに着目し赤い矢印を貼った「鵜の目

鷹の目」……。「相対語表」では、東郷平八郎

と西郷隆盛で「東西」、男装の女性と女形で

「男女」など、相対する漢字2字の語を絵葉書

の組み合わせで表しています。雑多な印刷物

にすぎなかったものが編集の力で新しい輝き

を纏う奇跡を感じられるお宝です。

　デジカメもインスタもない時代の視覚伝達

ツールとして、今よりずっと普及していた絵

葉書。外骨のコレクションは、一点ずつ異な

る布張りのアルバムに整理された状態で保管

されています。230冊余りの表紙には分類テ

ーマを示す多種多様な題名が。「富士山」「日

本三景」「瀑布」などの観光もの、「こども」「力

士」「支那美人」などの人もの、「城」「橋」「病

院」などの建築もの、「海軍」「陥落直前のシン

ガポール」「ざまみろ」などの戦争もの……。

現代の小綺麗な印刷物とは異なる質感の絵葉

書たちは、時代の空気を如実に映し出します。

　そうした「懐かし絵葉書集」的性格以上に

刮目すべきは、独自の感覚で分類された企画

ものです。女性2人組の絵葉書をひたすら集

めた「なかよし」、鳥居や日の丸など赤いも

のを集めただけの「赤」、馬と鹿の絵葉書を

並べ続けた「馬鹿」、同じ絵葉書を3枚ずつ

貼り続けた「三重」、髑髏や恐竜の標本や飛

行機の骨組みや傘の骨や骨製道具などを並べ

データ協力：株式会社寿限無

並び 戦車

男性の筋肉誇示 東郷平八郎と西郷隆盛

男装の女性と女形 高崎観音

女性の寝姿と作業姿

体操姿

富士山

城と着物女性

宮武外骨が集め分類しまくった絵葉書帖明治新聞雑誌文庫初代主任

『滑稽新聞』や『スコブル』など、過激にして愛嬌のある伝説の雑誌を明治・大正期にいくつも出版した宮武外骨。
還暦以降は、明治新聞雑誌文庫の初代主任として、全国で印刷物の収集・保存に尽力しました。

その一部として伝わるのが、絵葉書 2.8万枚。反骨と頓智の編集者は、ただ集めたわけではありませんでした。

真  仮

伸  屈

形  影

前  後

男  女

方  円

昼  夜

東  西

遠  近

縦  横
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藤本 徹 FUJIMOTO Toru 

情報学環 准教授

欲が湧かない、集中力が続かない、

一人だと取り組めない……何かを学

ぶときに多くの人が感じたことがある難しさ。

人によっては苦痛に感じる「学び」を、ゲー

ムの要素や手法を取り入れることで楽しいも

のにする、というプロジェクトに取り組むの

が情報学環の藤本徹先生の研究室です。「ゲ

ーム学習論」というテーマで、学習コンテン

ツの開発や教育プログラムのデザインなどを

行っています。　

  「楽しく参加する、遊び心をもって活動する

という意味をもつ『プレイフルネス』という

概念があります。学びに参加する仕組みや、

ゲーム的なやってみたくなる仕掛けを学習コ

ンテンツなどに実装することで、プレイフル

に参加できるようにしよう、というのが私た

ちが取り組むプロジェクトです」

　研究室の活動は大きく分けて３つ。教育の

場で使うゲーム型教材の開発、それらを使っ

たオンライン教育などの実践、そしてゲーム

の要素を取り入れた学びの場で起きている変

化についての調査研究です。これまで子ども

向けのワークショップの開催や、ゲーム会社

との共同研究なども行ってきました。

　プレイフルな社会を実現する上で大切なの

が、この分野の研究者を育成していくことで

すが、安心して研究できる環境整備ができて

いないというのが現状です。現在、藤本研究

室には修士の学生4人と特任研究員他スタッ

フ5人が在籍していますが、研究室専用の部

屋がないため共用スペースなどを使って勉強

しています。パソコンも学生の自前。研究員

の継続的な雇用体制も整備できていません。

　「学生を地方に連れていき研究活動や自分

たちの研究について発表する機会を提供した

いと思っています。学会で発表することも非

常に大切です。しかし、それには費用がかか

ります。その予算が十分にないという現状で

す」

　そのような研究環境のなか、2023年11月

に開始した東大基金の「プレイフル社会の理

論構築と社会実装プロジェクト」による寄付

金のおかげで、学生たちが東京以外の地域に

行き、研究を発信する機会を作ることができ

ました。8月に長崎で開催された「ゲームの

遊びと学びの未来シンポジウム」では、学生

が取り組む研究をショーケース的に紹介した

り、来場者に体験してもらったりといった貴

重な経験ができました。9月には大阪でも同

様のシンポジウムを開催する予定です。

　今後も継続的にこのようなイベントを開催

し、社会的な貢献にもつなげていきたいと話

す藤本先生。目指すのは、様々な人たちが自

発的に楽しく学び、活力をもって社会参加す

ることができる機会を作ること。「その人の

成長や幸福感といったウェルビーイングにつ

ながるような仕掛けづくりを充実させていき

たいです」

2024年8月開催の「ゲームの遊びと学
びの未来シンポジウム in 長崎」の様子。

長崎でのシンポジウムでは、学生が
開発中の学習ゲームの体験ワークシ
ョップやデモ展示が行われました。

2024年7月のワークショップでは、「マインクラフト教育版」を使
ったチーム対抗バトルで子どもたちが白熱。保護者の皆さんはゲ
ームと教育の関係について熱心に質問を投げかけていました。

意

東大東大
基金基金 遊びを学びにつなぐ

「ゲーム学習論」研究の
環境整備に を

vol.2シリーズ

ゲームを取り入れた社会
課題解決やゲームを入口
とした学びの場づくりに
ついて紹介する一冊。

藤本先生の編著書
 『シリアスゲーム』
（コロナ社、2024 年）

https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt173

詳 し く
は

こ ち ら

「プレイフル社会の
理論構築と

社会実装プロジェクト
 の巻」
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必須アミノ酸である 
「リジン」がカギに

　2024年10月にUTCCから発売される新商

品「ポークジャーキー」。広く普及している牛

肉を使った乾燥肉ではなく、豚肉を使った珍

しいジャーキーです。使われているのは、岐

阜県のブランド豚「瑞浪ボーノポーク」とい

う、ジューシーでやわらかい霜降りの豚肉。

含まれる脂の量は一般的な豚肉の約2倍

です。

　この霜降り豚肉の開発につな

がったのが、農学生命科学研

究科の高橋伸一郎先生ら

によるアミノ酸に関する

共同研究です。カギとな

るのはリジンという必

須アミノ酸の一種。体

内で作り出すことがで

きないため、食べ物から

摂取しなくてはいけませ

ん。このリジンの割合を減ら

した餌を豚に与えると、筋肉に

脂肪が多く蓄積され、霜降り肉が

できるということが分かりました。

「リジンは体のタンパク質を構成する、必須

アミノ酸の一種です。そのため、餌に含まれ

るリジンの量を減らしすぎると豚の体重が

落ち、体が成長しにくくなってしまいます。

体重を大きく落とさずに、霜降り割合の高い

豚肉を作る。そのための最適なバランスを研

究するのがスタートでした」

　一般的な豚肉の脂肪含量は約3%くらいで

すが、餌を改良することで安定的に、脂肪含

量6～7%の霜降り肉を供給することを目指

しました。実験では、成長期の豚を、リジン

が0.65%含まれる通常の餌を与えるグループ

と0.40%含まれる低リジン食を与えるグルー

プに分けました。これらの餌を2か月間食べ

させたところ、低リジン食を摂取し続けた豚

の脂肪含量は通常の餌を摂取した豚の約2倍、

平均6.7%になることが分かりました。

脂肪肝の研究が 
霜降り豚の開発につながる

　低リジン食にするとなぜ脂肪が筋肉に溜

まるのか? 高橋先生の研究によると、体内で

リジンが減少すると、筋肉に脂肪を取り込む

トランスポーターというタンパク質が増加

し、脂肪が蓄積します。また、リジンが欠乏

した際に上昇するスレオニンというアミノ

酸の上昇によって脂肪の分解も止まる

ため、脂肪がどんどん溜まっていき

ます。その過程で、周囲にも脂

肪細胞ができ、結果としてサ

シが入るという仕組みが

あると高橋先生は説明し

ます。

　アミノ酸の研究のも

ともとの始まりは、人間

の脂肪肝の研究だった

と話す高橋先生。栄養失

調でタンパク質が足りな

い子どものお腹が出ている

のはなぜなのかという疑問から

始まった研究でした。アミノ酸が

足りないと脂肪肝になるというメカニ

ズムの解析と治療に関する研究の取り組み

が、回り回って霜降り豚肉の研究に繋がりま

した。

「科学的な証拠は分かっていないけれど、皆

が知っている事実のようなものが世の中に

はたくさんあります。アミノ酸についての研

究も、そのような栄養失調に関する疑問から

始まり、それが畜産に応用されました。食べ

物を作るために始めたわけではない、という

ところが研究の醍醐味かもしれません」

高橋伸一郎
TAK AHASHI Shin-Ichiro 

農学生命科学研究科教授

研究室発研究室発
グッズ集グッズ集

デュロック種豚「ボーノ
ブラウン」を交配して生
産された肉豚たち。アミ
ノ酸のバランスを調整し
た飼料を与えることで、
脂肪含量を高めることが
できます。

¥1200（税込）
10月発売予定　

ポークジャーキー　

アミノ酸研究から生まれた
柔らかい霜降り豚肉
今秋、霜降り豚肉を使った「ポークジャーキー」が UTCC※から発売されます。
餌に含まれるアミノ酸の組成を変えることで誕生した霜降り豚肉です。
このアミノ酸に関する研究を行った農学生命科学研究科の高橋先生に、
餌の改良や筋肉に脂肪が溜まるメカニズムなどについて聞きました。

U T o k y oU T o k y o

第第 回回22

UTCCオンラインストアなど
https://utcc.u-tokyo.ac.jp

買えるところ

※東京大学コミュニケーションセンター

低リジン食を2か月間与え続けた豚
（右）と通常の餌を与えた豚（左）。低
リジン食を摂取した豚肉には全体的
にサシが入り霜降り状になってるこ
とが分かります。麻布大学の勝俣昌
也教授との共同研究です。
Katsumata et al. (2005)

対照食 低リジン食

29

TAN49_29_goods_0906s.indd   26TAN49_29_goods_0906s.indd   26 2024/09/06   21:242024/09/06   21:24



30

150周年記念事業応援型自販機の
設置がスタート
　東京大学は、ダイドードリンコ株式会社と

覚書を締結し、創立150周年記念事業応援型

自動販売機の設置を開始しました。150周年

記念事業のロゴマークとメッセージを筐体に

掲載した自動販売機です。売上の一部は本学

に寄付され、基盤基金“UTokyo NEXT150”

を通じて、教育・研究活動やGX活動の推進

に活用される予定です。

　この取り組みは、記念事業の周知と東京大

学の次の150年を支える応援の輪を広げる機

運の醸成に寄与するためのもの。3月4日には

本郷キャンパスのHASEKO-KUMA HALLに

て記者発表を実施し、津田敦理事・副学長か

らダイドードリンコ株式会社の中島孝徳代表

取締役社長へ、この度の賛同と協力への感謝

の言葉が伝えられました。

4/1

沖大幹教授が「ストックホルム水大賞」を受賞

多様性包摂共創センター（IncluDE）が発足

　工学系研究科の沖大幹教授がストックホル

ム水大賞を受賞しました。ノーベル賞選考を

行うスウェーデン王立科学アカデミーの協力

のもと、ストックホルム国際水研究所が決定

する、世界で最も権威のある水関連の賞です。

日本人の受賞は23年ぶり3人目となります。

　沖先生は、複雑系の数値モデリングを通じ

て、水、気候、生物圏を人間がいかに変化さ

せているかに関する洞察を示し、水文学、気

候変動、持続可能性の間の結びつきに関する

理解を前進させました。グローバルな水収支、

仮想水の流れ、再生可能な水資源の時空間変

動に関する研究への貢献が評価されました。　

　8月には授賞式がストックホルム市庁舎で

行われ、藤井輝夫総長も見守る中、カール16

世グスタフ国王より賞が授与されました。

　4月1日、多様性包摂共創センター（Center for 

Coproduction of Inclusion, Diversity and 

愛称は IncluDE。顔
に見えるロゴが目印。

本郷第二食堂隣に2026年完成予
定のD&I棟（仮称）イメージ図。

3/4

3/8

3/26

5/8

自販機は、本郷三丁目交差点の
交番裏（芙蓉堂薬局）をはじめ、
文京区内の各所に設置されてい
ます。

会場は隈研吾先生設計による工学
部11号館の講堂。ラウンジには工
学部が生んできた研究に関わるア
イテムが展示されています。

ヒト・モノ・カネの適切な配置で
日本経済は持ち直せることを報道
陣に語る松本大アドバイザー。

第1部のトークセッ
ションでは、相原博
昭理事・副学長と東
大創業者の会の伊藤
豊様がモデレーター
を務めました。

3/22

東京大学気候と社会連携研究機
構の機構長を務める沖先生。令
和6年春の紫綬褒章も受章され
ました。

工部大学校150周年記念
シンポジウムを開催
　3月8日、HASEKO-KUMAホールにて工部大学校150周年記念シンポジウム

が開催されました。東京大学工学部の前身の一つである工部大学校の開校か

ら150周年を迎えた節目を記念して開催されたものです。開会挨拶は加藤泰

浩工学系研究科長・工学部長。初代都検（実質的な校長）であるヘンリー・

ダイヤーの出身、英国グラスゴー大学の教員をお迎えし、工学部長からのメ

ッセージや講演をいただきました。また、駐日英国大使館マーガレット・タ

ング公使参事官にもご登壇いただき、ご挨拶を頂戴しました。その他、大久

保達也理事・副学長（当時）、中井祐教授、熊田亜紀子副研究科長からの講演、

2023年工学部長賞・工学系研究

科長賞受賞者による活動発表も行

われました。

「東大出身起業家の集い」を開催

応用資本市場研究センターが
初の政策提言を発表

ップ創業者を中心に約100名が参加しました。第1部の会場は法文2号館。マ

ネックスグループ・松本大様と藤井輝夫総長の対談では、東大の起業家を増

やす試み、起業の意義やリスクについてのお話がありました。ユーグレナ・

出雲充様、ミツモア・石川彩子様、まん福ホールディングス・加藤智治様に

よるセッションでは、IPOの意義やその心構えについての熱い議論がありまし

た。第2部は山上会館へ場を移し、ホットリンク・内山幸樹様の海外進出に関

するスピーチと藤井総長の乾杯の発声を皮切りに、懇親会が行われました。

　東京大学は、2023年10月、初のエンダウメント型研究組織として東京大学

応用資本市場研究センター（UTCMR）を開設しました。資本市場研究を行い、

日本の国際競争力を高めるグランドデザインのための政策提言を行う研究組

織です。5月8日には、センター開設後初の政策提言を本郷の小柴ホールにて

発表しました。新NISA導入という施策を基礎に、預金偏重だった日本国民の

金融資産は株式などのリスク資産へシフトし始めています。上場企業の配当

を損金算入するべきとする本提言には、こうした転換の流れを後押ししつつ、

企業の前向きな資金活用を促し、日本経済全体を活性化する狙いがありまし

た。今後は3～4ヶ月に1本のペ

ースで提言の発表を続ける予定

です。

東京大学トピックス
2024年3月〜

Equity） が発足しました。東京大学は、2002年設置のバリアフリー支援室と

2006年設置の男女共同参画室を中心に、障害者支援とジェンダー平等を推進し、

2022年に「D&I宣言」、2023年には「性的指向と性自認の多様性に関する学生

のための行動ガイドライン」を公表。様々な施策とともにインクルーシブなキ

ャンパスづくりを進めてきました。この新センターでは、両室を統合し、関連

分野の研究機能を強化します。当事者の困り事を起点に様々な活動と研究をつ

なぎ、ジェンダー平等とバリアフリーを推進する実践を通して、誰ひとり取り

残さない社会の実現を可能にする学知を共同創造します。

  「東大出身起業家の集い」が、東大創業者の

会と東大基金により初共催され、スタートア
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 https://x.gd/q4Boh

任期の後半に入った藤井総長。

U20世界選手権で躍動する46 番。

身長188cmの大
型タイトエンド!

UTokyo Compass 2.0を公表
　2021年度に就任した藤井輝夫総長が、東京大

学の新たな憲章として公表した、U To k y o 

Compass。今年5月、その増補版となるUTokyo 

Compass 2.0を公表しました。新たに盛り込ま

れたのは主に3つの計画です。一つはHR経営、

プロフェッショナル人材の量的・質的向上にか

かる環境整備。研究や教育を支えるだけでなく、

一緒に大学を動かす専門的人材を育成・支援す

る体制を作ります。一つは研究インテリジェン

ス組織の整備。世界の研究動向や各種データを

収集・分析する機能を実装します。もう一つは

College of Design（仮称）の開設。広義のデザ

インを核に、既存の学問領域を超えた学際的な

学びを具現化し、次世代のリーダーやクリエー

ターを育成します。5/31

（上）国際470級のレース風景。（下）
淡青旗の前でガッツポーズ。全日本イ
ンカレ@江ノ島で総合入賞を狙います。

川久保さん（写真右端）は東
大の歌「ただ一つ」の一節「天
寵を負える子ら」を引用して
自らの姿勢を表しました。

2024年3月31日現在の蔵書数は
10,039,322冊!　

 https://x.gd/11QI7

150周年カウントダウンイベント
第1回「民主主義と東京大学」を開催　愛知県蒲郡市の豊田自動織機海陽ヨ

ットハーバーで第63回全国七大学総合

体育大会（七大戦）のヨット競技が開催

され、本学ヨット部が総合優勝を果た

しました。また、4年の安藤和馬選手が

最優秀選手賞を受賞しました。七大戦

において、ヨット部が総合優勝となるの

は第31回大会以来32年ぶりの快挙です。

七大戦のヨット競技は国際470級と国

際スナイプ級の2クラス。国際470級で

は、初日から好調な滑り出しを見せ、最

終レースまで安定した走りを続け、2位

と2点差という接戦を制して優勝。国際

スナイプ級は、序盤は苦しい展開でし

たが、最終レースを上位フィニッシュで

まとめた結果、クラス順位を3位まで上

げ、総合優勝に貢献しました。

　東京大学には、総合図書館、駒場図書館、

柏図書館という3つの拠点図書館と、27の

部局図書館・室があります。これら30の図

書館・室が一つのシステムとしてサービス

を提供する東京大学附属図書館の蔵書が、

2023年度に1000万冊に達しました。1000

万冊の蔵書を持つ大学図書館は国内初。記

念広報事業の一環として、 特設サイト

「1000万冊のストーリー」を8月1日に開設し

ました。図書館運営に携わる教員による「私

が選ぶ1/1000万冊」、各図書館・室がイチ

オシの資料を紹介する「自慢の1冊」、ボタ

ンを押すごとに運命の1冊を表示する「今日

の1/1000万冊」など、コンテンツ満載。1877

年以来の知の蓄積の一端をご覧ください。

7/27

6/22~30

7/13~15

　アメリカンフットボール部の太田明宏選

手（教育学部・3年）が、カナダ・エドモ

ントンで開催された第1回 IFAF U20世界選

手権に日本代表として出場しました。初戦

で豪州を50-9で下した日本は、準決勝で米

戦は9-20で敗れて準優勝でしたが、前身の大会から数

えて6度目の出場で過去最高の成績を残しました。太

田選手はタイトエンドとして3試合に出場。決勝では

オフェンスの最初のプレーでパスを捕球し、ファース

トダウンを獲得しました。カナダでの経験を還元すべ

く、関東1部（TOP8）のリーグ戦に臨んでいます。

ヨット部が七大戦で32年ぶりに総合優勝

2月27日 熊本県と
地域連携協定を締結

3月29日 文京区とGXに向けた
連携協定を締結

4月17日 NTT東日本と
産学協創協定を締結

5月13日
大和証券グループ本社と
パートナーシップ協定を
締結

5月13日
三菱 UFJフィナンシャル
グループとパートナーシッ
プ協定を締結

5月31日
JR東日本・マルハニチロ
とプラネタリーヘルスダイ
エットの取り組みを開始

6月13日 東京大学関連ベンチャー
が累計 577社に

7月23日
モデルナとグローバル社
会課題解決に向けた
産学協創協定を締結

7月29日
野村不動産ホールディン
グスと資産の活用企画に
関する協定書を締結

8月2日 目黒区と地域連携に
関する全学協定を締結

恩賜賞・
日本芸術院賞

隈研吾名誉教授
（工学系研究科・工学部）

恩賜賞・
日本学士院賞

菊地重仁准教授
（人文社会系研究科・文学部）

恩賜賞・
日本学士院賞

小原一成教授
（地震研究所）

日本学士院賞 安藤宏教授
（人文社会系研究科・文学部）

日本学士院賞 菅裕明教授
（理学系研究科・理学部）

日本学士院賞 清野宏名誉教授
（医科学研究所）

紫綬褒章（春）石原一彦名誉教授（工学系研究科・工学部）

紫綬褒章（春）沖大幹教授（工学系研究科・工学部）

紫綬褒章（春）納富信留教授（人文社会系研究科・文学部）

Full Ocean Depth EX 基金
東京大学制作展クリエイターズ基金
東大農学部グラウンド整備支援基金
測定で応援!オールインワン放射線測定 
による復興支援基金
定量生命科学研究所－カロリンスカ研究所
国際活動支援基金
ネイチャーポジティブ基金
地震研究所基金
物性科学研究教育助成基金
東京倶楽部国際交流基金

附属図書館の蔵書が
1000万冊に到達

　150周年カウントダウンイベントの第1回「民主主義と東京大学」を安田講堂

（+オンライン）で開催しました。法学政治学研究科の苅部直先生は吉野作造と

南原繁について、白梅学園大学学長の小玉重夫先生は戦後教育と東大について、

卒業生でつくば市議会議員の川久保皆実さんは地方からの政治変革について、

それぞれ講演。社会科学研究所長の宇野重規先生の差配によるパネルディスカ

ッションを経て、民主主義に貢献する決意があらためて確認されました。

8/1

産学連携・産学協創ニュース 主な受賞・受章

https://utf.u-tokyo.ac.jp
東大基金の新プロジェクト

アメフト部の太田明宏選手が
U20世界選手権に出場

※日付はプレスリリース発出日

国を41-20で撃破（IFAF主催の世界大会で米国に勝つのは初）。決勝のカナダ

TAN49_30-31_topics_0906s.indd   31TAN49_30-31_topics_0906s.indd   31 2024/09/06   21:262024/09/06   21:26



t a n s e i
T h e  U n i v e r s i t y  o f  T o k y o  M a g a z i n e

2024/09
東京大学広報誌

49

三鷹と木曽とアタカマから宇宙へ
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　1988年、旧東京天文台が国立天文台に改組されたのを機
に発足したのが、三鷹市にある理学系研究科附属天文学教
育研究センターです。観測装置を用いた天文学研究を行う
とともに、長野県にある木曽観測所（1974年設置）とチリ
にあるアタカマ観測所（2015年設置）により、大学天文台
としての機能を果たしています。教育面においては、理学
系研究科天文学専攻・理学部と協力して学生の研究指導を
行い、次世代の研究者を養成。国立天文台三鷹キャンパス
内にある教育棟の建物は、天文学者のエドウィン・ハッブ
ルが1926年に分類して名付けた楕円銀河のような形になっ
ているのが特徴です。2024年12月には木曽観測所の開所
50周年を記念する式典を予定しています。
https://www.ioa.s.u-tokyo.ac.jp/

次の150年へ、
東京大学の中核になる基盤基金

東京大学では、2027年の創立150周年に向けてUTokyo NEXT150
の寄付を受け付けています。経営基盤強化とUTokyo Compass
の実現のために温かいご支援をお願いいたします。
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